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長者の藤

　今回の議会だよりは、新年度予算、各常任委員会、代
表質問、一般質問など24ページと、いつもよりページ
数が多く充実した内容です。
　市議会で決議も行われましたが、日々報じられるロシ
ア軍のウクライナ侵攻のニュースには胸が痛みます。
日本からの寄付や人道支援が平和の実現につながるよ
う願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（段下）

編集後記

筑紫周辺

下見から常松方面

筑紫原田線道路 諸田地区 筑山中学校
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旧九州鉄道城山三連橋梁（国登録有形文化財）…18ページ

　九州で最初に鉄道営業を始めた九州鉄道株式会社の最初の着工区間（博多―久留米間）に
建設された九州で最も古い時期の鉄道橋梁です。二日市駅と原田駅の2駅も、このときに開業し
ました。
　煉瓦造り3連アーチ橋で、延長24.5メートル、幅4.7メートル、中央部のアーチ下に久良々川
が流れ、両脇のアーチ下は道路となっています。イギリス積み（層ごとに煉瓦の小口面と長手面
とが交互に見える積み方）で装飾はなく、橋脚部の基礎まで煉瓦でできています。また、川の
上流側は、水圧をやわらげるために丸みがつけられています。
　明治22（1889）年12月11日、博多―千歳川仮停車場（筑後川北岸、現鳥栖市）間で九州
初の鉄道路線が開通しました。九州鉄道がドイツ人技師ヘルマン・ルムシュッテルを技術顧問と
して招聘して敷設したもので、この橋梁もそのときに建設されました。
　大正9（1920）年、二日市―原田間を複線化するにあたり、近くの仮塚越えと呼ばれる急勾
配を避けるように新線（東側にある現在の路線）が敷設され、この区間は廃線となりました。
それに伴い、この橋梁も鉄道橋梁としての役目を終えました。現在は市道の橋梁として使われて
います。

　武蔵寺は、「今昔物語集」や「梁塵秘抄」にも
登場する著名な古代寺院です。武蔵寺が所蔵する
県指定有形文化財「紙本著色武蔵寺縁起」には、
創建者とされる藤原虎麿にまつわる一連の伝説が5
幅にわたって描かれています。
その絵巻の第３幅「瑠璃子入湯」の場面…
疫病が流行し、瑠璃子姫も病に罹ったが、温泉に入
ると病が治った…という内容で、これが二日市温泉
の起源ではないかとも、いわれています。

　そして、筑紫野市のマスコッ
トキャラクター「つくしちゃん」
のモデルこそ、この藤原虎麿の
娘、二日市温泉ゆかりの伝説上
の人物「瑠璃子姫」なのです。 「藤まつり」は、ここ2年、中止となっていますが、

藤の見ごろは4月下旬ですよ。

しょうへい ふせつ

し  ほんちゃくしょく ぶ   ぞう   じ   えん  ぎ

　 　 　 　 　
ふじわらのとら まろ

かんづか

き  や ま



　令和４年度一般会計予算を審査する ために、予算審査特別委員会を設置し、
議員全員で審査をしました。
　予算の総額は、対前年度比７億９１ ００万円（2.4%）増の
331億４２００万円です。 歳入

使用料及び手数料
5億7199万5千円

1.7%

繰入金・繰越金
1億5073万6千円

0.5%

市税
134億6998万1千円

40.6%

扶助費
118億1811万6千円

35.7%

人件費
49億268万8千円

14.8%

その他
40億4471万8千円

12.2%

普通建設事業費など
15億1811万8千円

4.6%
投資的経費

15億1811万8千円
4.6%

補助費等
36億2737万円

10.9%

公債費
24億6280万5千円

7.4%

物件費
47億6818万5千円

14.4%

義務的経費
191億8360万

9千円
57.9%

その他経費
124億4027万

3千円
37.5%

区　分

義務的経費（毎年必ず支出が必要となる固定的な経費）

投資的経費（将来に残るものに支出する経費）

その他経費

扶助費
（生活保護費や高齢者・障がい者への給付費など）
人件費
（議員等の報酬や職員の給料など）
公債費
（借入金の返済金）

物件費
（光熱水費や施設の維持管理費など）
補助費等
（各種団体などへの補助金や負担金など）
その他
（維持補修費や積立金、他会計繰出金など）

普通建設事業費など
（道路や施設の建設費など）

内
　訳

内
　訳

内
訳

令和４年度

19,183,609

11,818,116

4,902,688

2,462,805

12,440,273

4,768,185

3,627,370

4,044,718

1,518,118

1,518,118

33,142,000

18,349,100

10,895,608

4,961,187

2,492,305

12,233,608

4,546,248

3,806,845

3,880,515

1,768,292

1,768,292

32,351,000

57.9

35.7

14.8

7.4

37.5

14.4

10.9

12.2

4.6

4.6

100.0

834,509
4.5

922,508
8.5

△ 58,499
△ 1.2

△ 29,500
△ 1.2

206,665
1.7

221,937
4.9

△ 179,475
△ 4.7

164,203
4.2

△ 250,174
△ 14.1

△ 250,174
△ 14.1

791,000

令和３年度 増減額
（増減率）

令和４年度
構成比 令和４年度

15,988,974

13,469,981

150,736

571,995

1,796,262

17,153,026

3,423,030

10,613,917

2,408,403

707,676

33,142,000

14,582,776

12,348,031

151,946

561,198

1,521,601

17,768,224

3,318,435

10,005,971

2,749,123

1,694,695

32,351,000

48.2

40.6

0.5

1.7

5.4

51.8

10.3

32.0

7.4

2.1

100.0

1,406,198
9.6

1,121,950
9.1

△ 1,210
△ 0.8
10,797

1.9
274,661

18.1
△ 615,198

△ 3.5
104,595

3.2
607,946

6.1
△ 340,720

△ 12.4
△ 987,019

△ 58.2

791,000

令和３年度 増減額
（増減率）

令和４年度
構成比

 （単位：千円、％）

区　分

歳出合計 歳入合計

自主財源（市が自主的に調達できるお金）

依存財源（国や県からの交付金や銀行からの借入金）

市税
(個人市民税や法人市民税、固定資産税など)
繰入金・繰越金
(前年度からの繰越金や基金からの繰入金など)
使用料及び手数料
(市営住宅の家賃や公共施設の使用料など)

国県支出金
(特定の事業のために国や県が交付するお金)

地方交付税
(全国どこでも必要最小限の行政サービスが受けられるよう、国が交付するお金）

地方譲与税、各種交付金など
(国や県が徴収した税金の一部を市に分配するもの)
市債
(大きな事業を行うための銀行などからの借入金)

諸収入など
(発掘調査受託事業収入など)

内
　訳

内
　訳

 （単位：千円、％）

自主財源
159億
8897万
4千円
48.2%

依存財源
171億
5302万
6千円
51.8%

諸収入など
17億9626万2千円

5.4%

地方交付税
34億2303万円

10.3%

市債
7億767万6千円

2.1%

国県支出金
106億1391万7千円

32.0%

地方譲与税、
各種交付金など
24億840万3千円

7.4%

歳出

令和４年度
  （202２年度）
一般会計予算

予算審査特別委員会

基幹系システム等管理・運営事  業 １億８１４９万円

地域密着型施設等整備補助事業 ９３９７万円

小中学校トイレ改修事業 ３億５６２２万円

経済対策事業住宅改修工事補助  事業 １０８０万円

331億円

生涯学習センター改修事業 ９３５８万円

全員一致

可決

・行政手続きのオンライン化推進や自治体 情報システムの国標準仕様に対応

・第８期介護保険事業計画に基づき、公募 により整備を行う地域密着型サービスについ
て、開設する事業者を支援

・二日市・二日市東・吉木・阿志岐・山家・ 山口・二日市北・原田小学校と、
　天拝中学校のトイレ洋式化やバリアフリー 化

・市内の施工業者によって住宅改修工事を行 う場合に費用の一部を補助

・老朽化した舞台機構の機器の更新及び空 調機器の更新

事業
ピックアップ
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議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

議員の
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議員の
つぶやき

議員の
つぶやき

どう使うの？どう使うの？331億円

《 

委
員
間
討
議 

》

　
討
論
、
採
決
を
行
う
前

に
委
員
間
討
議
を
行
い
、

各
委
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
出
さ
れ
た
。
教
育

環
境
の
整
備
に
お
い
て
計

画
さ
れ
て
い
た
小
中
学
校

ト
イ
レ
改
修
事
業
は
令
和

４
年
度
で
す
べ
て
完
了
す

る
予
算
と
な
っ
て
お
り
、

子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と

を
評
価
し
た
い
。

　
ま
た
、
第
六
次
総
合
計

画
の
重
点
施
策
で
あ
る
待

機
児
童
の
解
消
に
向
け

て
、
令
和
４
年
度
に
小
規

模
保
育
施
設
が
２
施
設
増

設
さ
れ
る
予
定
で
あ
る

が
、
ま
だ
保
育
所
の
整
備

量
が
不
足
し
て
い
る
と
考

え
て
お
り
、
今
後
の
課
題

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
ま
た
、
健
全
な
財
政
状

況
を
維
持
す
る
た
め
に
、

コ
ロ
ナ
禍
や
公
共
施
設
の

再
整
備
も
見
据
え
て
財
源

の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ

き
た
い
、
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
令
和
４
年
度
の
予
算

の
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

十
分
に
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

《
賛
成
討
論
》

　
令
和
４
年
度
も
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ま
れ
る

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
の
変
化
に
対
応
し

つ
つ
、
前
年
度
比
２.
４
％

増
に
抑
え
た
当
初
予
算
に

ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

健
全
財
政
を
維
持
す
る
と

い
う
藤
田
市
長
の
強
い
意

志
の
表
れ
で
あ
り
、
か
つ

第
六
次
筑
紫
野
市
総
合
計

画
を
推
進
す
る
内
容
に
な

っ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。

　
市
制
施
行
50
周
年
と
い

う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、
施
政
方

針
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

「
市
民
が
主
役
」
の
「
ひ

か
り
輝
く
ち
く
し
の
」
づ

く
り
を
推
進
す
る
予
算
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

本
予
算
に
賛
成
す
る
。

　３月１４・１５ 日の集中審査では、７部
門２６課から６６ 項目について詳細な説明
を受け、第六次総 合計画に掲げられた５つ
の政策分野の推進 に向けて編成された予算
の内容・必要性な ど多様な観点から審査を
行いました。

未来をつくる
すこやかに育つまちへ
自然と都市機能が
調和するまちへ

産業・雇用を
つくる

まちを元気にする
地域経済の活性化

共助社会づくり
いきいきと元気な
協働のまちへ

生活をまもる
安全安心のまちづくり

健康で笑顔
輝くまちへ

行財   政改革

5つ  の政策

ムダを    省いた
効率    的な

行財政    の確立

28の   施策
    122の   基本事業

Ｑ
：
自
主
防
災
組
織
と
の
協

定
を
結
ん
で
い
る
行
政
区
が

令
和
３
年
度
で
35
。
82
行
政

区
の
半
分
も
な
い
。
災
害
が

起
き
た
と
き
に
マ
ッ
プ
で
追

っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
こ
は
自
主
防
災
組
織

と
連
携
し
ま
す
と
言
わ
れ
る

が
、
自
主
防
災
組
織
と
協
定
を
結
ん

で
な
け
れ
ば
、
行
き
届
か
な
い
こ
と

に
な
る
の
で
は
。

Ａ
：
自
主
防
災
組
織
も
活
動
状
況
等

に
地
域
差
も
あ
る
。
１
地
区
で
も
多

く
の
防
災
組
織
と
の
協
定
を
結
べ
る

よ
う
に
進
め
た
い
。
消
防
団
、
そ
の

他
を
含
め
て
、
ど
こ
ま
で
範
囲
を
広

げ
る
か
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
：
最
終
的
な
数

値
の
見
込
み
は
。

Ａ
：
令
和
４
年
度

は
２
７
１
１
人
の

申
込
に
対
し
、
入

所
決
定
者
が
２
３

８
６
人
（
２
月
３

日
時
点
）。
今
後
、

辞
退
届
出
な
ど
も
あ
り
調
整

が
続
い
て
い
る
の
で
途
中
の

数
字
で
あ
る
。

Ｑ
：
４
年
度
の
申
込
者
２
７

１
１
人
に
整
備
量
が
達
し
て

い
な
い
点
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

Ａ
：
小
規
模
保
育
事
業
、
企

業
主
導
型
保
育
事
業
を
利
用

さ
れ
る
方
の
定
員
は
２
５
６

人
で
、
２
７
１
１
人
か
ら
外

す
。
特
定
の
既
存
の
園
を
希

望
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
今

あ
る
14
園
の
保
育
園
に
保
育

士
を
雇
っ
て
頂
く
よ
う
お
願

い
を
し
て
い
る
。
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
保
育
士
雇
用
の

努
力
を
し
て
い
る
。

Ｑ
：
令
和
４
年
４
月
１
日
時

点
で
令
和
３
年
度
比
で
、
整

備
量
を
２
３
０
名
増
や
す
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
整
備

量
は
足
り
て
い
る
の
か
。

Ａ
：
新
規
保
育
園
の
１
５
０

人
、
改
築
で
30
人
、
企
業
主

導
型
保
育
が
50
人
、
合
わ
せ

て
２
３
０
人
と
な
っ
て
い

る
。
整
備
量
が
足
り
る
よ
う

に
努
力
は
し
て
い
る
が
、
毎

年
申
込
み
が
増
え
る
。
不
足

す
る
分
は
今
年
度
、
小
規
模

保
育
事
業
の
整
備
を
考
え
て

い
る
。

保
育
所
・
待
機
児
童

Ｑ
：
昨
年
度
と
比
較

し
て
２
３
５
万
円
増

額
し
て
い
る
が
理
由

は
。

Ａ
：
電
波
法
の
改
正

に
よ
り
使
え
な
く
な

る
機
器
が
あ
る
こ
と

を
見
込
み
、
今
ま
で

と
同
様
の
機
種
40
台
の
購
入

費
を
増
額
し
て
い
る
。

Ｑ
：
協
力
員
の
不
足
と
い
う

の
も
考
慮
し
、
民
間
サ
ー
ビ

ス
も
少
し
ず
つ
取
り
入
れ
な

が
ら
、
最
終
的
に
は
移
行
し

て
い
く
の
が
良
い
の
で
は
な

い
か
。

Ａ
：
御
高
齢
の
方
が
多
く
機

械
が
替
わ
る
よ
り
こ
の
ま
ま

が
良
い
と
い
わ
れ
る
の
で
、

今
の
状
況
を
進
め
て
い
き
た

い
。 緊

急
通
報
シ
ス
テ
ム

Ｑ
：
今
回
29
　
だ
が

今
後
の
見
通
し
は
。

Ａ
：
平
成
20
年
か
ら

特
定
調
査
を
し
な
が

ら
必
要
な
と
こ
ろ
を

行
っ
て
お
り
累
計
で

５
０
０
　
。
荒
廃
森

林
に
該
当
す
る
と
こ

ろ
が
残
り
９
０
０
　
ほ
ど
あ

る
。
令
和
４
年
度
が
終
わ
り

次
第
、
特
定
調
査
し
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

Ｑ
：
公
益
的
機
能
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

Ａ
：
森
林
に
よ
る
保
水
、
災

害
を
起
こ
さ
な
い
防
災
機

能
、
水
源
の
涵
養
林
な
ど
、

自
然
災
害
も
抑
え
ら
れ
る
、

そ
し
て
景
観
的
な
も
の
を
全

て
公
益
的
機
能
と
言
っ
て
い

る
。

荒
廃
森
林
整
備

災
害
時
等

要
援
護
者
支
援
事
業

Ｑ
：
コ
ロ
ナ
禍
で

ど
う
い
っ
た
相
談

が
増
え
て
い
る
の

か
。
社
会
福
祉
士

３
名
を
専
門
職
と

し
て
配
置
す
る
こ

と
で
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で

き
る
の
か
。

Ａ
：
コ
ロ
ナ
禍
で
家
庭
の
中

に
い
る
時
間
が
増
え
た
と
い

う
こ
と
で
、
夫
婦
げ
ん
か
に

よ
る
面
前
Ｄ
Ｖ
な
ど
と
、
不

登
校
に
伴
う
相
談
も
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
人
数
が
３
名
か
ら
５
名

に
な
る
の
で
、
今
、
行
え
て

い
な
い
ケ
ー
ス
会
議
、
保
育

所
・
小
学
校
に
出
向
い
て
の

周
知
活
動
の
充
実
、
専
門
と

し
て
医
療
機
関
と
の
連
携
、

地
域
と
の
連
携
な
ど
に
力
を

発
揮
さ
せ
て
い
き
た
い
。

家
庭
児
童
相
談
事
業

Ｑ
：
ひ
き
こ
も
り
の
方

の
交
流
す
る
場
所
の
提

供
、
周
辺
市
と
の
連
携

し
た
形
で
の
居
場
所
づ

く
り
な
ど
が
必
要
に
な

っ
て
く
る
が
、
委
託
先

の
事
業
者
に
お
い
て
行

わ
れ
る
の
か
。

Ａ
：
県
が
行
っ
て
い
る
事
業
に
筑

紫
野
市
も
入
れ
て
も
ら
う
と
い
う

取
組
に
な
る
。
具
体
的
に
は
、
就

労
支
援
と
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

出
向
い
て
、
家
族
の
中
に
入
っ
て

い
く
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
。
ま
ず

は
そ
こ
か
ら
に
な
る
が
、
課
題
が

出
る
と
協
議
し
て
改
善
し
て
い
き

た
い
。

生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業

Ｑ
：
赤
字
解
消
の
方

策
を
何
か
考
え
て
い

る
の
か
。

Ａ
：
筑
紫
野
市
が
頂

く
寄
附
と
市
民
が
他

の
自
治
体
に
寄
附
を

す
る
額
の
差
を
少
な

く
す
る
た
め
に
は
、

よ
り
多
く
の
皆
様
に
選
ん
で
頂

け
る
よ
う
謝
礼
品
の
数
、
内
容

な
ど
を
充
実
す
る
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
：
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
に
何
ら
か
の
お
返
し
を

し
よ
う
と
い
う
の
が
趣
旨
だ
と

思
う
。
何
に
使
っ
て
い
る
か
明

確
じ
ゃ
な
い
と
寄
附
が
し
に
く

い
。
そ
れ
プ
ラ
ス
の
魅
力
あ
る

謝
礼
品
で
は
な
い
か
。

Ａ
：
使
途
は
ふ
る
さ
と
の
未
来

を
担
う
子
育
て
支
援
な
ど
、
大

き
な
枠
組
み
の
分
野
で
、
将
来

的
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
周
知
し
て
い
る
。
今
後

も
、
市
の
取
組
を
御
理
解
い
た

だ
け
る
よ
う
な
方
策
を
研
究
し

た
い
。 ふ

る
さ
と
納
税

Ｑ
：
固
定
資
産
税
の
徴
収

で
、
相
続
手
続
き
を
し
な
い

ま
ま
の
状
態
の
と
き
に
、
相

続
者
を
見
つ
け
て
、
固
定
資

産
税
の
お
支
払
い
を
督
促
し

て
い
る
の
か
。

Ａ
：
相
続
さ
れ
な
い
ま
ま

の
場
合
に
は
、
相
続
代
表

者
指
定
届
を
出
し
て
い
た

だ
く
や
り
方
を
し
て
い

る
。
そ
れ
で
も
分
か
ら
な

い
場
合
は
、
調
査
を
し
て

通
知
を
送
る
と
い
う
作
業

を
し
て
い
る
。

Ｑ
：
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
マ
ホ

決
済
か
ら
口
座
振
替
に
し

て
い
た
だ
く
の
に
、
何
か

取
組
を
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ
：
口
座
振
替
が
10
円
で

あ
り
（
コ
ン
ビ
ニ
・
ス
マ

ホ
は
58
円
）
、
経
費
的
に

か
か
ら
な
い
の
で
、
チ
ラ

シ
を
入
れ
る
こ
と
で
推
進

し
て
い
き
た
い
。

令
和
４
年
度
か
ら
新

た

に

取

り

組

む

事

業
�
悩
ん
で
い
る
ご

家
族
の
支
援
に
な
る

よ
う
積
極
的
に
周
知

等
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
�

本
事
業
以
外
に
も
い
ろ

ん
な
施
策
を
考
え
て
�

よ
り
事
業
効
果
を
高
め

て
は
�

名
簿
を
持
つ
区
長
さ
ん
は
い
ろ
ん

な
心
配
を
抱
え
て
い
る
�
行
政
区

に
自
主
防
災
組
織
が
あ
�
て
も
消

防
団
な
ど
に
視
野
を
広
げ
て
体
制

が
構
築
で
き
れ
ば
�

児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
の
総
合
支
援

事
業
で
相
談
員
が
３
名
か
ら
５
名
に
増

え
た
�
子
ど
も
が
虐
待
で
亡
く
な
�
た

と
い
う
事
象
が
あ
る
中
で
�
人
員
を
増

や
し
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
�

２
７
１
１
人
の
申
込
み
に
�
入
所
は

２
３
８
６
人
�
で
は
あ
ふ
れ
た
方
は

と
い
う
こ
と
を
私
た
ち
が
知
�
た
上

で
�
予
算
委
員
会
と
し
て
�
今
後
は

未
来
を
見
据
え
�
早
急
に
こ
う
い
�

た
と
こ
ろ
に
投
資
を
し
て
い
く
べ
き

で
な
い
か
�

未
収
金
対
策

第六次総合計画

Ｑ
：
周
辺
の
４
市
と
給
与

水
準
は
横
並
び
か
。

Ａ
：
給
料
の
単
価
の
決
定

は
、
筑
紫
地
区
の
状
況
調

査
を
し
な
が
ら
決
定
を
し

て
い
る
。
春
日
市
以
外
の

４
市
は
、
大
き
く
差
は
生

じ
て
な
い
。

Ｑ
：
国
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
の
処
遇
、
保
育
士

等
の
専
門
職
種
の
処
遇
に

つ
い
て
検
討
を
と
い
う
文

書
が
出
て
い
る
。
通
知
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

Ａ
：
処
遇
改
善
の
件
、
給

与
面
、
休
暇
制
度
等
も
、

国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職

員
の
制
度
を
参
考
に
、
必

要
な
見
直
し
等
は
、
今
後

も
行
っ
て
い
き
た
い
。
保

育
士
の
処
遇
改
善
は
、
市

と
し
て
も
国
の
方
向
性
に

準
じ
、
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

他
の
職
種
の
方
と
の
バ
ラ

ン
ス
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
状
と
し
て

は
、
今
回
の
民
間
の
保
育

士
の
処
遇
改
善
が
ど
の
程

度
見
直
さ
れ
た
の
か
と
い

う
調
査
を
実
施
し
て
お

り
、
結
果
を
見
て
適
切
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

会
計
年
度

任
用
職
員
処
遇

ha
ha

ha

20億2680万円

490万円

1830万円

2億3820万円

3950万円

190万円

1660万円

議会だより筑紫野 筑紫野5 4令和４年５月１日 196号　議会だより
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可決

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

総務市民常任委員会総務市民常任委員会
国
民
健
康
保
険
税
の
増
額

　　
国
民
健
康
保
険
税
率
改

正
の
理
由
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

補
填
の
た
め
の
繰
入
れ
が

引
き
続
き
残
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
。

（
令
和
３
年
度
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
２
億
４
９
１

６
万
円
）

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
は
な
い
市
民
の
税
金
を

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
赤
字
を
削
減
解

消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

③
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

と
介
護
納
付
金
分
の
保
険

税
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
令
和

４
年
度
の
赤
字
額
は
約
３

千
万
円
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

人
口
は
増
加
し

て
い
る
が
、
加

入
者
の
減
少
の
理
由
は
。

社
会
保
険
の
加

入
要
件
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
や
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
て
い
る
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

加
入
者
は
収
入

０
円
世
帯
が
多

い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
方
か
。

学
生
や
退
職
し

た
方
で
、
貯
蓄

や
雇
用
保
険
等
で
生
活
し

て
い
る
方
、
年
金
受
給
者

で
所
得
に
直
す
と
０
円
と

な
る
方
も
含
ま
れ
る
。

概
要

筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例（
一
部
改
正
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

窓口感染症対策事業 ２４２万円1

事業名 事業概要 予算額NO

新型コロナウイルス感染症対応事業※１～６は新規事業

窓口にキャッシュレス決済を導入

０円

うち、
一般財源（市）

８２５万円

うち、
県支出金

１億５,６１２
万円

うち、
国庫支出金

１億６,４３７
万円

今回補正増額

【財源内訳】

天山スクールバス感染症対策事業 １,０８０万円6 換気設備を備えた車両に更新

オンライン環境整備事業 ３３０万円2 災害対策本部や指定避難所等にて
オンライン会議を行うための環境整備

図書館電子書籍導入事業 ５５０万円3 電子図書貸出システムの整備、音声読み上げに
対応した電子書籍を約2,000冊購入

地図情報公開システム導入事業 ４,４００万円4 ハザードマップや、ため池ハザードマップなど
の地図情報をWEB上に公開

観光施設管理運営事業
（ JR二日市駅東口トイレ改修） １,５１４万円5 床面の乾式化や便器の洋式化、手洗いの

自動水栓化など

自宅療養者食料物資支援事業 ３４２万円9 食料品や日用品などを提供

地域活性化商品券補助事業 ２,０００万円10 商工会商品券のプレミアム率を拡充

スクール・サポート・スタッフ等
配置事業 等 １,８９５万円8 小中学校における消毒作業などの

サポートスタッフを任用

観光事業者緊急支援事業 ２,３４４万円11 観光客減少の影響を受けた
観光関連事業者への支援

感染症対策支援
（保育環境改善事業 等） １,７４０万円7 保育所・学童保育等で使用する

感染症対策用品を調達

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　関
連
予
算
を
追
加

　　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

歳
出
予
算
と
し
て
、
地
図

情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業
４
４
０
０
万
円
の
増

額
、
観
光
施
設
管
理
運
営

事
業
１
５
１
４
万
円
の
増

額
な
ど
、
歳
入
予
算
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
１
億
４
９
１

５
万
円
の
増
額
な
ど
を
す

る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
４
３

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
３
３
億
６
３
７
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

※

万
円
単
位
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

観
光
施
設
管
理

運
営
事
業
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東

口
ト
イ
レ
を
ど
の
よ
う
に

改
修
す
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
床
面
の
乾
式

化
や
便
器
の
洋
式
化
等
を

行
い
、
ま
た
、
新
た
に
多

目
的
ト
イ
レ
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
や
、
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
等
の
設
置
を
行
う
予

定
で
あ
る
。図

書
館
電
子
書

籍
導
入
事
業
に

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
開
始

時
期
は
。

令
和
４
年
９
月

ご
ろ
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

●後期高齢者支援金分
　後期高齢者医療制度の支
援金として負担するため
に納めるもの
●介護納付金分
　40歳から64歳までの国民
健康保険加入者が、介護
保険料を納めるもの

全員一致

可決

女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を

「
男
女
共
同
推
進
セ
ン
タ
ー
」に

　　　
平
成
13
年
５
月
に
女
性

セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し

て
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
問

題
の
解
決
に
向
け
て
は
、

男
女
共
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
多
様
な
生
き
方
や
価

値
観
が
広
が
る
中
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
男
性
か

ら
の
相
談
も
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
く
、
主
体
的

に
参
画
し
や
す
い
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
名
称
を

変
更
し
、
さ
ら
な
る
男
女

共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
。

日
本
の
男
女
格

差
が
拡
大
し
て

い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

格
差
を
な
く
す
目
的
な
ら
、

も
っ
と
大
き
な
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
単
独
で
で
き

る
事
、
国
、
県

レ
ベ
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
役

割
、
課
題
等
あ
る
の
で
連

携
を
取
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

多
様
性
と
い
う

こ
と
で
男
子
・

女
子
と
言
わ
な
く
な
り
、

福
岡
県
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
を
作
っ
た
。

そ
う
い
う
時
代
背
景
で
こ

の
名
称
は
ど
う
な
の
か
。

全
て
の
方
が
生

き
や
す
い
社
会

を
、
と
の
理
念
は
持
っ
て

い
る
。

名
称
変
更
に
実

務
が
伴
っ
て
、

い
ろ
ん
な
方
が
立
ち
寄
り

や
す
い
環
境
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

概
要

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の

消
防
団
の

活
動
状
況
は

　
感
染
防
止
対
策
を
実
施

し
た
う
え
で
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
10
月
に
市

内
自
動
車
学
校
の
協
力
で

団
員
の
安
全
運
転
講
習
会

を
初
め
て
実
施
し
た
。
工

夫
を
凝
ら
し
万
全
の
体
制

維
持
に
尽
く
し
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

全員一致

可決

基
金
積
立
、
保
育
士
等
処
遇
改
善
に

係
る
補
正
増

　　
将
来
に
お
け
る
財
源
不

足
及
び
公
共
施
設
等
の
整

備
に
備
え
る
た
め
、
基
金

積
立
事
業
と
し
て
18
億
１

７
５
３
万
円
。
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
臨
時
的
な
も
の
と
し

て
、
特
別
会
計
に
対
す
る

赤
字
補
塡
分
で
２
億
４
９

１
６
万
円
。
地
域
密
着
型

施
設
等
整
備
補
助
事
業
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
事
業
所
が
行

う
家
族
面
会
室
の
整
備
費

用
を
２
８
０
万
円
。
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
事
業
と
し
て
、
保
育

士
等
の
処
遇
改
善
の
た
め

８
０
２
万
円
。
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
事
業
と
し
て
放
課

後
児
童
支
援
員
等
の
処
遇

改
善
の
た
め
１
４
５
万
円

な
ど
、
合
計
16
億
１
３
７

７
万
円
の
増
額
を
す
る
も

の
で
す
。

※

万
円
単
位
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。国

、
県
か
ら
の

補
助
金
は
、
メ

ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
る
の
か
。

そ
れ
と
も
市
で
調
査
し
て

補
助
金
を
要
求
す
る
の
か
。

情
報
収
集
を
行

い
、
事
前
に
把

握
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
併
せ
て
、
国
や
県
を

通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
補

助
金
が
あ
る
の
か
通
知
が

来
る
の
で
、
そ
れ
で
確
認

し
て
い
る
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１２
号
）

執
行
部

議
員

議会だより筑紫野 筑紫野7 6令和４年５月１日 196号　議会だより



全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

総務市民常任委員会総務市民常任委員会
国
民
健
康
保
険
税
の
増
額

　　
国
民
健
康
保
険
税
率
改

正
の
理
由
。

①
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

補
填
の
た
め
の
繰
入
れ
が

引
き
続
き
残
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
。

（
令
和
３
年
度
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
２
億
４
９
１

６
万
円
）

②
国
民
健
康
保
険
加
入
者

で
は
な
い
市
民
の
税
金
を

国
民
健
康
保
険
事
業
運
営

に
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
こ
の
赤
字
を
削
減
解

消
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

③
後
期
高
齢
者
支
援
金
分

と
介
護
納
付
金
分
の
保
険

税
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
。

　
こ
の
改
正
に
よ
り
令
和

４
年
度
の
赤
字
額
は
約
３

千
万
円
ま
で
減
少
す
る
見

込
み
で
す
。

人
口
は
増
加
し

て
い
る
が
、
加

入
者
の
減
少
の
理
由
は
。

社
会
保
険
の
加

入
要
件
が
緩
和

さ
れ
た
こ
と
や
、
団
塊
の

世
代
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
て
い
る
こ

と
が
要
因
で
あ
る
。

加
入
者
は
収
入

０
円
世
帯
が
多

い
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の

よ
う
な
方
か
。

学
生
や
退
職
し

た
方
で
、
貯
蓄

や
雇
用
保
険
等
で
生
活
し

て
い
る
方
、
年
金
受
給
者

で
所
得
に
直
す
と
０
円
と

な
る
方
も
含
ま
れ
る
。

概
要

筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例（
一
部
改
正
）

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

議
員

執
行
部

議
員

窓口感染症対策事業 ２４２万円1

事業名 事業概要 予算額NO

新型コロナウイルス感染症対応事業※１～６は新規事業

窓口にキャッシュレス決済を導入

０円

うち、
一般財源（市）

８２５万円

うち、
県支出金

１億５,６１２
万円

うち、
国庫支出金

１億６,４３７
万円

今回補正増額

【財源内訳】

天山スクールバス感染症対策事業 １,０８０万円6 換気設備を備えた車両に更新

オンライン環境整備事業 ３３０万円2 災害対策本部や指定避難所等にて
オンライン会議を行うための環境整備

図書館電子書籍導入事業 ５５０万円3 電子図書貸出システムの整備、音声読み上げに
対応した電子書籍を約2,000冊購入

地図情報公開システム導入事業 ４,４００万円4 ハザードマップや、ため池ハザードマップなど
の地図情報をWEB上に公開

観光施設管理運営事業
（ JR二日市駅東口トイレ改修） １,５１４万円5 床面の乾式化や便器の洋式化、手洗いの

自動水栓化など

自宅療養者食料物資支援事業 ３４２万円9 食料品や日用品などを提供

地域活性化商品券補助事業 ２,０００万円10 商工会商品券のプレミアム率を拡充

スクール・サポート・スタッフ等
配置事業 等 １,８９５万円8 小中学校における消毒作業などの

サポートスタッフを任用

観光事業者緊急支援事業 ２,３４４万円11 観光客減少の影響を受けた
観光関連事業者への支援

感染症対策支援
（保育環境改善事業 等） １,７４０万円7 保育所・学童保育等で使用する

感染症対策用品を調達

全員一致

可決

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
　
　
　
　
　
　関
連
予
算
を
追
加

　　
本
件
の
主
な
内
容
は
、

歳
出
予
算
と
し
て
、
地
図

情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業
４
４
０
０
万
円
の
増

額
、
観
光
施
設
管
理
運
営

事
業
１
５
１
４
万
円
の
増

額
な
ど
、
歳
入
予
算
と
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
１
億
４
９
１

５
万
円
の
増
額
な
ど
を
す

る
も
の
で
す
。

　
令
和
４
年
度
当
初
予
算

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
４
３

７
万
円
を
追
加
し
、
総
額

を
３
３
３
億
６
３
７
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

※

万
円
単
位
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。

観
光
施
設
管
理

運
営
事
業
に
つ

い
て
、
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
東

口
ト
イ
レ
を
ど
の
よ
う
に

改
修
す
る
の
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
床
面
の
乾
式

化
や
便
器
の
洋
式
化
等
を

行
い
、
ま
た
、
新
た
に
多

目
的
ト
イ
レ
の
オ
ス
ト
メ

イ
ト
対
応
や
、
ベ
ビ
ー
シ

ー
ト
等
の
設
置
を
行
う
予

定
で
あ
る
。図

書
館
電
子
書

籍
導
入
事
業
に

つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
開
始

時
期
は
。

令
和
４
年
９
月

ご
ろ
か
ら
運
用

を
開
始
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

●後期高齢者支援金分
　後期高齢者医療制度の支
援金として負担するため
に納めるもの
●介護納付金分
　40歳から64歳までの国民
健康保険加入者が、介護
保険料を納めるもの

全員一致

可決

女
性
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を

「
男
女
共
同
推
進
セ
ン
タ
ー
」に

　　　
平
成
13
年
５
月
に
女
性

セ
ン
タ
ー
と
し
て
開
設
し

て
か
ら
20
年
が
経
過
し
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
問

題
の
解
決
に
向
け
て
は
、

男
女
共
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
多
様
な
生
き
方
や
価

値
観
が
広
が
る
中
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
る
男
性
か

ら
の
相
談
も
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
誰
も
が

利
用
し
や
す
く
、
主
体
的

に
参
画
し
や
す
い
環
境
整

備
の
一
環
と
し
て
名
称
を

変
更
し
、
さ
ら
な
る
男
女

共
同
参
画
社
会
を
目
指
す
。

日
本
の
男
女
格

差
が
拡
大
し
て

い
る
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。

格
差
を
な
く
す
目
的
な
ら
、

も
っ
と
大
き
な
取
り
組
み

が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
単
独
で
で
き

る
事
、
国
、
県

レ
ベ
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
役

割
、
課
題
等
あ
る
の
で
連

携
を
取
っ
て
や
っ
て
い
き

た
い
。

多
様
性
と
い
う

こ
と
で
男
子
・

女
子
と
言
わ
な
く
な
り
、

福
岡
県
も
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
宣
誓
制
度
を
作
っ
た
。

そ
う
い
う
時
代
背
景
で
こ

の
名
称
は
ど
う
な
の
か
。

全
て
の
方
が
生

き
や
す
い
社
会

を
、
と
の
理
念
は
持
っ
て

い
る
。

名
称
変
更
に
実

務
が
伴
っ
て
、

い
ろ
ん
な
方
が
立
ち
寄
り

や
す
い
環
境
に
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

概
要

筑
紫
野
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例（
一
部
改
正
）

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

議
員

コ
ロ
ナ
禍
で
の

消
防
団
の

活
動
状
況
は

　
感
染
防
止
対
策
を
実
施

し
た
う
え
で
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
ま
た
10
月
に
市

内
自
動
車
学
校
の
協
力
で

団
員
の
安
全
運
転
講
習
会

を
初
め
て
実
施
し
た
。
工

夫
を
凝
ら
し
万
全
の
体
制

維
持
に
尽
く
し
て
い
る
。

所
管
事
務
調
査

全員一致

可決

基
金
積
立
、
保
育
士
等
処
遇
改
善
に

係
る
補
正
増

　　
将
来
に
お
け
る
財
源
不

足
及
び
公
共
施
設
等
の
整

備
に
備
え
る
た
め
、
基
金

積
立
事
業
と
し
て
18
億
１

７
５
３
万
円
。
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
繰
出

金
の
臨
時
的
な
も
の
と
し

て
、
特
別
会
計
に
対
す
る

赤
字
補
塡
分
で
２
億
４
９

１
６
万
円
。
地
域
密
着
型

施
設
等
整
備
補
助
事
業
と

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
で
事
業
所
が
行

う
家
族
面
会
室
の
整
備
費

用
を
２
８
０
万
円
。
子
ど

も
の
た
め
の
教
育
・
保
育

給
付
事
業
と
し
て
、
保
育

士
等
の
処
遇
改
善
の
た
め

８
０
２
万
円
。
児
童
ク
ラ

ブ
運
営
事
業
と
し
て
放
課

後
児
童
支
援
員
等
の
処
遇

改
善
の
た
め
１
４
５
万
円

な
ど
、
合
計
16
億
１
３
７

７
万
円
の
増
額
を
す
る
も

の
で
す
。

※

万
円
単
位
で
掲
載
し
て

い
ま
す
。国

、
県
か
ら
の

補
助
金
は
、
メ

ニ
ュ
ー
が
示
さ
れ
る
の
か
。

そ
れ
と
も
市
で
調
査
し
て

補
助
金
を
要
求
す
る
の
か
。

情
報
収
集
を
行

い
、
事
前
に
把

握
す
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
併
せ
て
、
国
や
県
を

通
じ
て
、
ど
の
よ
う
な
補

助
金
が
あ
る
の
か
通
知
が

来
る
の
で
、
そ
れ
で
確
認

し
て
い
る
。

概
要

令
和
３
年
度
筑
紫
野
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１２
号
）

執
行
部

議
員

議会だより筑紫野 筑紫野7 6令和４年５月１日 196号　議会だより



全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

【歳出】保険給付費の推移（単位：千円）

科　目 平成３０年度
決算額

令和元年度
決算額

令和２年度
決算額

令和３年度
決算額
（見込）

令和４年度
当初予算額

居宅介護（介護予防）
サービス費

施設介護サービス給付費

2,834,266

1,939,257

713,233

145,226

140,803

18,804

3,942

5,795,531

3.2%

2,914,394

1,916,065

767,517

147,843

152,950

29,270

4,138

5,932,177

2.4%

2,987,081

1,960,046

834,950

150,971

178,601

19,189

3,872

6,134,710

3.4%

3,183,369

1,900,443

875,311

126,445

166,441

23,096

4,258

6,279,363

2.4%

3,211,143

1,960,046

864,553

144,033

178,863

30,381

4,331

6,393,350

1.8%

地域密着型（介護予防）
サービス費

特定入所者介護（介護予防）
サービス費

高額介護（介護予防）
サービス費

高額医療合算介護（介護予防）
サービス費

審査支払手数料

保険給付費合計

前年度比（増）

文教福祉常任委員会建設環境常任委員会
　　

歳
入
歳
出
合
計
は
、
70

億
１
８
７
３
万
２
千
円

で
、
前
年
度
よ
り
３
億
８

５
９
３
万
４
千
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
訳
は
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
介
護
保
険
料
（
支
払
基

金
交
付
金
）
が
約
50
％

で
、
残
り
の
約
50
％
を

国
、
県
、
市
の
公
費
に
よ

っ
て
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
訳
は
、

保
険
給
付
費
が
約
91
％

で
、
高
齢
者
人
口
、
介
護

認
定
者
と
と
も
に
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

概
要

令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

筑
紫
野
市
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
に
基
づ
き
、
整

備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
１
人
１
台
配
付
さ
れ

て
お
り
、
情
報
通
信
技
術

の
特
性
を
生
か
し
た
教
育

活
動
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
主
旨

○
計
画
の
目
的

　
今
後
の
社
会
を
生
き
抜

い
て
い
く
子
ど
も
達
に
、

学
校
教
育
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

「
生
き
る
力
」
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
か
を

示
す
も
の
で
す
。

○
計
画
の
位
置
付
け

　
「
筑
紫
野
市
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
掲
げ
て
い

る
施
策
の
う
ち
、
確
か
な

学
力
の
育
成
や
豊
か
な
心

の
育
成
を
図
る
た
め
の
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

○
学
習
場
面

　
一
斉
学
習
や
個
別
学
習
、

協
働
学
習
の
各
場
面
を
想

定
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の

学
習
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
、
分
か
り
や
す
い
授
業

や
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
等
、

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

○
各
年
度
の
活
用
目
標

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
各
校
に
お
け
る
具

体
的
な
活
用
計
画
は
、
各

校
の
年
間
指
導
計
画
及
び

各
教
科
に
お
け
る
指
導
計

画
に
お
い
て
定
め
る
も
の

と
し
ま
す
。

○
諸
課
題
へ
の
対
応

　
情
報
端
末
の
持
ち
帰
り

に
よ
る
家
庭
学
習
を
想
定

し
、
引
き
続
き
調
査
研
究

を
進
め
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
更
な
る
推
進
に
向
け

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
活
用
等
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
は
。

令
和
４
年
度
よ

り
、
教
育
委
員

会
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配

置
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で

教
育
の
機
会
を

失
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
計
画
に
基
づ
く
進

捗
状
況
の
確
認
は
。

各
学
校
の
状
況

を
、
教
育
委
員

会
と
し
て
把
握
し
て
い
く
。

所
管
事
務
報
告

全員一致

可決

利
用
者
増
加
に
よ
り
収
入
増
と
見
込
ん
で
い
る

　　　
水
道
事
業
の
業
務
活
動

に
関
す
る
収
入
予
定
額
は

21
億
１
４
３
万
７
千
円
、

支
出
予
定
額
は
19
億
３
７

８
２
万
６
千
円
。
収
支
は

税
込
で
、
約
１
億
６
３
０

０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
下
水
道
事
業
の
業
務
活

動
に
関
す
る
収
入
予
定
額

は
23
億
４
２
０
９
万
６
千

円
。
支
出
予
定
額
は
21
億

１
０
８
８
万
１
千
円
、
収

支
は
税
込
で
約
２
億
３
１

０
０
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

水
道
原
水
の

配
分
、
金
額

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

山
神
水
道
企

業
団
、
福
岡

地
区
水
道
企
業
団
か
ら
受

水
を
行
っ
て
い
る
。
山
神

水
道
企
業
団
か
ら
は
、
基

本
料
金
部
分
日
量
８
３
５

２
㎥
、
使
用
量
分
日
量
約

９
２
０
０
㎥
、
１
年
分
の

合
計
約
２
億
７
９
０
０
万

円
。
福
岡
地
区
水
道
企
業

団
は
、
年
間
基
本
水
量
５

８
８
万
３
０
０
０
㎥
、
使

用
量
部
分
が
、
日
量
約
１

万
４
０
０
０
㎥
の
１
年
分

の
受
水
を
見
込
み
、
合
計

約
７
億
１
８
０
０
万
円
。

総
合
計
受
水
費
と
し
て
約

９
億
９
７
０
０
万
円
の
見

込
み
で
あ
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

天
拝
公
園
北
側
道
路
整
備
事
業

　
昨
年
の
３
月
議
会
で

は
、
北
側
か
ら
南
側
に
道

路
を
通
す
こ
と
を
報
告
し

た
が
、
令
和
３
年
度
、
道

路
測
量
設
計
を
実
施
し
、

道
路
計
画
が
整
っ
た
。
現

地
踏
査
、
測
量
、
詳
細
設

計
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
、
整
備
延
長
約
１
７
５

ｍ
、
基
本
の
道
路
幅
員
は

７
．
５
ｍ
の
計
画
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
度
は
、
用
地

買
収
、
建
物
等
の
補
償
、

北
側
と
南
側
の
高
低
差
も

あ
る
た
め
地
形
の
整
形
を

行
う
造
成
工
事
を
考
え
て

い
る
。

こ
の
道
路
の
目

的
は
。

公
園
へ
の
交

通
の
利
便
性

を
高
め
、
来
訪
者
の
増
加

概
要

所
管
事
務
報
告

執
行
部

議
員

議
員

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

８９，４００人

８２２万５千㎥

９９，１００人

８９８万１千㎥

執
行
部

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

歳入
7,018,732
千円

歳出
7,018,732
千円

保険給付費
6,393,350千円
91.1％

その他
5,053千円
0.1％

地域支援事業費
444,810千円
6.3％

総務費
175,519千円
2.5％ その他

12,686千円
0.2％

繰入金
990,810千円
14.1％

介護保険料
1,674,018千円
23.9％

支払基金交付金
1,421,931千円
20.3％国庫支出金

1,804,157千円
25.7％

県支出金
1,115,130千円
15.9％

❶武蔵寺前道路

狭あい部分があり安全確保のため
新設道路を予定。

❷天拝山登山道入口

……（　　）

が
見
込
め
る
こ
と
。
住
宅

地
方
面
へ
来
訪
者
の
車
が

迷
っ
て
入
る
こ
と
を
防
止

し
、
安
全
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者
や

住
民
に
、
よ
り
よ
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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全員一致

可決

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

【歳出】保険給付費の推移（単位：千円）

科　目 平成３０年度
決算額

令和元年度
決算額

令和２年度
決算額

令和３年度
決算額
（見込）

令和４年度
当初予算額

居宅介護（介護予防）
サービス費

施設介護サービス給付費

2,834,266

1,939,257

713,233

145,226

140,803

18,804

3,942

5,795,531

3.2%

2,914,394

1,916,065

767,517

147,843

152,950

29,270

4,138

5,932,177

2.4%

2,987,081

1,960,046

834,950

150,971

178,601

19,189

3,872

6,134,710

3.4%

3,183,369

1,900,443

875,311

126,445

166,441

23,096

4,258

6,279,363

2.4%

3,211,143

1,960,046

864,553

144,033

178,863

30,381

4,331

6,393,350

1.8%

地域密着型（介護予防）
サービス費

特定入所者介護（介護予防）
サービス費

高額介護（介護予防）
サービス費

高額医療合算介護（介護予防）
サービス費

審査支払手数料

保険給付費合計

前年度比（増）

文教福祉常任委員会建設環境常任委員会
　　

歳
入
歳
出
合
計
は
、
70

億
１
８
７
３
万
２
千
円

で
、
前
年
度
よ
り
３
億
８

５
９
３
万
４
千
円
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
訳
は
、

65
歳
以
上
の
介
護
保
険
料

と
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で

の
介
護
保
険
料
（
支
払
基

金
交
付
金
）
が
約
50
％

で
、
残
り
の
約
50
％
を

国
、
県
、
市
の
公
費
に
よ

っ
て
ま
か
な
っ
て
い
ま

す
。

　
歳
出
の
主
な
内
訳
は
、

保
険
給
付
費
が
約
91
％

で
、
高
齢
者
人
口
、
介
護

認
定
者
と
と
も
に
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

概
要

令
和
４
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

筑
紫
野
市
小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
推
進
計
画

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
に
基
づ
き
、
整

備
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
１
人
１
台
配
付
さ
れ

て
お
り
、
情
報
通
信
技
術

の
特
性
を
生
か
し
た
教
育

活
動
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
主
旨

○
計
画
の
目
的

　
今
後
の
社
会
を
生
き
抜

い
て
い
く
子
ど
も
達
に
、

学
校
教
育
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
で

「
生
き
る
力
」
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
て
い
く
か
を

示
す
も
の
で
す
。

○
計
画
の
位
置
付
け

　
「
筑
紫
野
市
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
掲
げ
て
い

る
施
策
の
う
ち
、
確
か
な

学
力
の
育
成
や
豊
か
な
心

の
育
成
を
図
る
た
め
の
計

画
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用

○
学
習
場
面

　
一
斉
学
習
や
個
別
学
習
、

協
働
学
習
の
各
場
面
を
想

定
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
達
の

学
習
へ
の
興
味
関
心
を
高

め
、
分
か
り
や
す
い
授
業

や
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
現
等
、

個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

○
各
年
度
の
活
用
目
標

　
令
和
３
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
３
年
間
の

目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
踏

ま
え
た
各
校
に
お
け
る
具

体
的
な
活
用
計
画
は
、
各

校
の
年
間
指
導
計
画
及
び

各
教
科
に
お
け
る
指
導
計

画
に
お
い
て
定
め
る
も
の

と
し
ま
す
。

○
諸
課
題
へ
の
対
応

　
情
報
端
末
の
持
ち
帰
り

に
よ
る
家
庭
学
習
を
想
定

し
、
引
き
続
き
調
査
研
究

を
進
め
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
更
な
る
推
進
に
向
け

て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

の
見
直
し
や
デ
ジ
タ
ル
教

材
の
活
用
等
に
つ
い
て
、

調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

の
配
置
は
。

令
和
４
年
度
よ

り
、
教
育
委
員

会
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配

置
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で

教
育
の
機
会
を

失
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
な
ど
計
画
に
基
づ
く
進

捗
状
況
の
確
認
は
。

各
学
校
の
状
況

を
、
教
育
委
員

会
と
し
て
把
握
し
て
い
く
。

所
管
事
務
報
告

全員一致

可決

利
用
者
増
加
に
よ
り
収
入
増
と
見
込
ん
で
い
る

　　　
水
道
事
業
の
業
務
活
動

に
関
す
る
収
入
予
定
額
は

21
億
１
４
３
万
７
千
円
、

支
出
予
定
額
は
19
億
３
７

８
２
万
６
千
円
。
収
支
は

税
込
で
、
約
１
億
６
３
０

０
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
る
。

　
下
水
道
事
業
の
業
務
活

動
に
関
す
る
収
入
予
定
額

は
23
億
４
２
０
９
万
６
千

円
。
支
出
予
定
額
は
21
億

１
０
８
８
万
１
千
円
、
収

支
は
税
込
で
約
２
億
３
１

０
０
万
円
の
増
額
を
見
込

ん
で
い
る
。

水
道
原
水
の

配
分
、
金
額

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

山
神
水
道
企

業
団
、
福
岡

地
区
水
道
企
業
団
か
ら
受

水
を
行
っ
て
い
る
。
山
神

水
道
企
業
団
か
ら
は
、
基

本
料
金
部
分
日
量
８
３
５

２
㎥
、
使
用
量
分
日
量
約

９
２
０
０
㎥
、
１
年
分
の

合
計
約
２
億
７
９
０
０
万

円
。
福
岡
地
区
水
道
企
業

団
は
、
年
間
基
本
水
量
５

８
８
万
３
０
０
０
㎥
、
使

用
量
部
分
が
、
日
量
約
１

万
４
０
０
０
㎥
の
１
年
分

の
受
水
を
見
込
み
、
合
計

約
７
億
１
８
０
０
万
円
。

総
合
計
受
水
費
と
し
て
約

９
億
９
７
０
０
万
円
の
見

込
み
で
あ
る
。

概
要

令
和
４
年
度
筑
紫
野
市
上
下
水
道
事
業
会
計
予
算

天
拝
公
園
北
側
道
路
整
備
事
業

　
昨
年
の
３
月
議
会
で

は
、
北
側
か
ら
南
側
に
道

路
を
通
す
こ
と
を
報
告
し

た
が
、
令
和
３
年
度
、
道

路
測
量
設
計
を
実
施
し
、

道
路
計
画
が
整
っ
た
。
現

地
踏
査
、
測
量
、
詳
細
設

計
を
行
い
な
が
ら
検
討

し
、
整
備
延
長
約
１
７
５

ｍ
、
基
本
の
道
路
幅
員
は

７
．
５
ｍ
の
計
画
で
進
め

て
い
き
た
い
。

　
令
和
４
年
度
は
、
用
地

買
収
、
建
物
等
の
補
償
、

北
側
と
南
側
の
高
低
差
も

あ
る
た
め
地
形
の
整
形
を

行
う
造
成
工
事
を
考
え
て

い
る
。

こ
の
道
路
の
目

的
は
。

公
園
へ
の
交

通
の
利
便
性

を
高
め
、
来
訪
者
の
増
加

概
要

所
管
事
務
報
告

執
行
部

議
員

議
員

上水道

下水道

給水人口

年間総給水量

排水人口

年間総排水量

８９，４００人

８２２万５千㎥

９９，１００人

８９８万１千㎥

執
行
部

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

執
行
部

執
行
部

議
員

議
員

歳入
7,018,732
千円

歳出
7,018,732
千円

保険給付費
6,393,350千円
91.1％

その他
5,053千円
0.1％

地域支援事業費
444,810千円
6.3％

総務費
175,519千円
2.5％ その他

12,686千円
0.2％

繰入金
990,810千円
14.1％

介護保険料
1,674,018千円
23.9％

支払基金交付金
1,421,931千円
20.3％国庫支出金

1,804,157千円
25.7％

県支出金
1,115,130千円
15.9％

❶武蔵寺前道路

狭あい部分があり安全確保のため
新設道路を予定。

❷天拝山登山道入口

……（　　）

が
見
込
め
る
こ
と
。
住
宅

地
方
面
へ
来
訪
者
の
車
が

迷
っ
て
入
る
こ
と
を
防
止

し
、
安
全
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者
や

住
民
に
、
よ
り
よ
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
で
あ
る
。
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議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
三
年
目
に
突
入

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
株

に
転
じ
世
界
的
に
感
染
が

急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
状
況
は
、
昨
年
２
月

20
日
現
在
で
感
染
者
数
２

６
０
人
で
あ
っ
た
が
、
今

年
２
月
11
日
現
在
で
３
９

４
３
人
と
約
15
倍
強
と
な

っ
て
い
る
。
罹
患
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
藤
田
市

長
就
任
以
来
三
期
目
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
市
政
施
行
し

て
50
年
の
区
切
り
の
年
と

な
っ
た
。
藤
田
市
長
の
も

と
、
老
朽
化
し
た
市
庁
舎

の
建
替
え
が
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
つ
く
し
号
」
、
御

笠
自
治
会
バ
ス
運
行
開
始
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
に
も
取
り
組
み
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
に
懸
案

事
項
が
次
々
と
解
決
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
三

期
目
の
最
終
年
度
と
な
る
、

令
和
四
年
度
の
市
政
運
営

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
、
そ
の

思
い
を
。

市
　
長
　
高
尾
川
・
鷺
田

川
の
浸
水
対
策
や
筑
紫
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
本
市
の
長
年
の
懸
案

が
解
決
に
向
か
い
つ
つ
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
未

だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
な

い
感
染
症
や
各
地
で
相
次

ぐ
自
然
災
害
、
景
気
の
停

滞
、
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
な
ど
、
国
の

内
外
を
問
わ
ず
、
市
民
の

暮
ら
し
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
す
課
題
が
ま
だ

ま
だ
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

我
が
市
が
将
来
に
わ
た
り

成
長
し
、
発
展
す
る
た
め

の
布
石
を
打
つ
べ
く
、
先

見
性
と
洞
察
力
に
磨
き
を

か
け
時
流
を
見
極
め
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
施
策

を
展
開
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

議
　
員
　
「
自
然
と
街
と

の
共
生
都
市
、
ひ
か
り
輝

く
ふ
る
さ
と
ち
く
し
の
」

を
将
来
都
市
像
と
し
、
５

つ
の
政
策
、
28
の
施
策
、

１
２
２
の
基
本
事
業
を
示

し
て
い
る
の
が
、
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
六
次

総
合
計
画
で
あ
る
。
市
長

の
政
策
方
針
と
一
体
的
に

推
進
さ
れ
る
「
第
六
次
総

合
計
画
」
に
お
け
る
行
財

政
改
革
の
評
価
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
　
長
　
健
全
な
財
政
運

営
の
も
と
、
半
数
以
上
の

施
策
で
成
果
の
向
上
が
見

ら
れ
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
も

大
き
く
前
進
し
て
お
り
、

計
画
期
間
の
半
ば
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
概

ね
良
好
に
推
移
し
て
い
る

も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
令
和
２
年
度
は

２
億
１
０
０
０
万
円
、
前

年
比
１
４
０
％
、
件
数
に

し
て
１
万
９
６
０
０
件
、

前
年
比
１
５
３
％
と
過
去

３
年
を
み
て
も
順
調
に
伸

び
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

改
善
や
謝
礼
品
を
１
５
０

品
か
ら
２
５
０
品
に
増
や

す
等
令
和
３
年
度
も
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
の
実
績
見
込
み
と

令
和
４
年
度
の
目
標
は
。

市
　
長
　
今
年
度
は
１
月

末
現
在
で
約
２
億
５
千
万

円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
令
和
４
年
度
は

今
年
度
を
上
回
る
寄
附
の

受
け
入
れ
を
目
指
し
て
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う代表
質問
　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を
示す定例会で、代表質問を行っています。
　３月定例会の初日に市長から施政方針が述べられ、定例会２日目に会
派代表質問を行い、３会派の議員が市長の考えを質しました。

代
表
質
問

議
　
員
　
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
た
企
業
の
税
負
担

を
軽
く
す
る
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
制
度
を

使
い
企
業
か
ら
寄
付
を
集

め
よ
う
と
い
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
本
市
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

市
　
長
　
直
ち
に
活
用
す

る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り

ま
す
が
、
本
市
が
取
り
組

む
施
策
に
合
致
す
る
申
出

や
提
案
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

住
民
票
の
写
し
や
各
種
証

明
書
を
取
得
で
き
る
な
ど
、

便
利
に
な
っ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
「
デ
シ

タ
ル
政
策
担
当
」
を
設
け

る
な
ど
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
民
間
人
材
の
任
用
な

ど
の
庁
内
に
お
け
る
業
務

の
効
率
化
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
は
ど
の
よ
う
な
成

果
や
効
果
を
考
え
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
市
民
の
皆
様
が

こ
れ
ま
で
よ
り
も
容
易
に

行
政
手
続
き
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
が
効

率
的
に
提
供
す
る
た
め
の

環
境
整
備
が
で
き
る
よ
う
、

有
識
者
の
知
見
も
活
用
し

な
が
ら
、
実
現
に
向
け
幅

広
く
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
　
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
基
本
計
画
や
指
針
の

策
定
な
ど
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
国
の
自
治
体
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画

に
お
い
て
自
治
体
が
推
進

す
べ
き
重
点
取
組
事
項
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

計
画
に
即
し
て
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
事
業
継
続
や
需

要
奮
起
に
つ
な
げ
る
支
援

策
、
活
性
化
策
は
ど
の
よ

う
な
形
で
継
続
さ
れ
る
の

か
。

市
　
長
　
今
後
も
感
染
症

の
推
移
や
国
・
県
な
ど
の

動
向
を
注
視
し
、
商
工
会

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
着
々
と
企
業
が

進
出
し
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
企
業
誘
致
の
展
望
は
。

市
　
長
　
企
業
の
移
転
相

談
な
ど
も
あ
り
、
引
き
続

き
本
市
の
特
性
を
活
か
し

た
積
極
的
な
受
け
皿
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
、
企
業

誘
致
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
後
の
課
題
と

し
て
他
市
と
の
連
携
に
よ

る
広
域
的
な
被
害
防
止
対

策
、
捕
獲
方
法
の
検
討
、

情
報
交
換
に
よ
る
広
域
連

合
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
。

市
　
長
　
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
と
連
携
し
、

ただ

さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
地
下
河
川
築
造

工
事
が
完
了
し
、
豪
雨
時

に
効
果
が
出
て
い
る
。
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
は
安
堵

さ
れ
て
い
る
事
と
思
う
。

今
後
、
災
害
に
対
す
る
防

災
・
減
災
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て
は
。

市
　
長
　
近
年
の
気
象
状

況
を
踏
ま
え
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
警
戒

本
部
、
対
策
本
部
体
制
を

と
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
連
携
を
図
り
迅
速
に

対
応
す
る
体
制
を
構
築
し

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

10
万
５
千
人
余
の
市
民
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
２
０
５
０
年
ま

で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ

ロ
に
取
組
む
こ
と
を
公
表

す
る
自
治
体
を
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
と
名
付

け
て
い
る
。
本
市
の
考
え

は
。

市
　
長
　
第
三
次
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
き
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
表
明
に
つ
い
て
は
、

そ
の
進
捗
状
況
等
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
　
員
　
山
神
ダ
ム
周
辺

の
森
林
買
収
が
行
わ
れ
な

い
か
。
水
源
地
確
保
の
観

点
か
ら
防
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
水
道
水
源
保
護

条
例
や
緑
地
保
全
区
域
内

土
地
購
入
要
綱
な
ど
を
活

用
し
、
森
林
や
水
源
の
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
福
岡
県
は
基
本

条
例
を
策
定
し
「
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
推
進
」
に
取
組
ん

で
い
る
。
地
震
や
水
害
に

備
え
る
よ
う
に
、
感
染
症

も
自
然
災
害
と
捉
え
、
ソ

フ
ト
面
ハ
ー
ド
面
で
も
備

え
や
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
　
長
　
感
染
予
防
の
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
マ

ス
ク
や
消
毒
液
等
を
備
蓄

し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
が
策
定
し

た
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
基

本
条
例
」
の
動
向
を
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
相
談
件
数
も

年
々
増
加
傾
向
で
、
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

生
活
基
盤
に
不
安
を
抱
え

る
方
が
増
え
て
い
る
今
、

総
合
的
な
窓
口
設
置
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
へ
の
考
え
は
。

市
　
長
　
相
談
内
容
が
多

岐
に
わ
た
り
専
門
的
な
知

識
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

個
別
相
談
窓
口
で
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
市
民
の
皆
様
の
相
談
に

真
摯
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
各
相
談
窓
口
の
連
携

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

つくし野

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

高尾川地下河川流出施設
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議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
が
三
年
目
に
突
入

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
株

に
転
じ
世
界
的
に
感
染
が

急
拡
大
し
て
い
ま
す
。
本

市
の
状
況
は
、
昨
年
２
月

20
日
現
在
で
感
染
者
数
２

６
０
人
で
あ
っ
た
が
、
今

年
２
月
11
日
現
在
で
３
９

４
３
人
と
約
15
倍
強
と
な

っ
て
い
る
。
罹
患
さ
れ
た

皆
様
に
対
し
、
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
次

第
で
あ
り
ま
す
。
藤
田
市

長
就
任
以
来
三
期
目
の
最

終
年
度
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
市
政
施
行
し

て
50
年
の
区
切
り
の
年
と

な
っ
た
。
藤
田
市
長
の
も

と
、
老
朽
化
し
た
市
庁
舎

の
建
替
え
が
実
現
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
「
つ
く
し
号
」
、
御

笠
自
治
会
バ
ス
運
行
開
始
、

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修

工
事
に
も
取
り
組
み
、
ソ

フ
ト
・
ハ
ー
ド
面
に
懸
案

事
項
が
次
々
と
解
決
さ
れ
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
三

期
目
の
最
終
年
度
と
な
る
、

令
和
四
年
度
の
市
政
運
営

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
か
れ
る
の
か
、
そ
の

思
い
を
。

市
　
長
　
高
尾
川
・
鷺
田

川
の
浸
水
対
策
や
筑
紫
駅

西
口
土
地
区
画
整
理
事
業

な
ど
本
市
の
長
年
の
懸
案

が
解
決
に
向
か
い
つ
つ
あ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
未

だ
終
息
の
兆
し
が
見
え
な

い
感
染
症
や
各
地
で
相
次

ぐ
自
然
災
害
、
景
気
の
停

滞
、
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ

イ
ル
の
発
射
な
ど
、
国
の

内
外
を
問
わ
ず
、
市
民
の

暮
ら
し
に
少
な
か
ら
ず
影

響
を
及
ぼ
す
課
題
が
ま
だ

ま
だ
山
積
し
て
い
ま
す
が
、

我
が
市
が
将
来
に
わ
た
り

成
長
し
、
発
展
す
る
た
め

の
布
石
を
打
つ
べ
く
、
先

見
性
と
洞
察
力
に
磨
き
を

か
け
時
流
を
見
極
め
、
市

民
の
目
線
に
立
っ
た
施
策

を
展
開
し
て
い
く
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

議
　
員
　
「
自
然
と
街
と

の
共
生
都
市
、
ひ
か
り
輝

く
ふ
る
さ
と
ち
く
し
の
」

を
将
来
都
市
像
と
し
、
５

つ
の
政
策
、
28
の
施
策
、

１
２
２
の
基
本
事
業
を
示

し
て
い
る
の
が
、
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
六
次

総
合
計
画
で
あ
る
。
市
長

の
政
策
方
針
と
一
体
的
に

推
進
さ
れ
る
「
第
六
次
総

合
計
画
」
に
お
け
る
行
財

政
改
革
の
評
価
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
　
長
　
健
全
な
財
政
運

営
の
も
と
、
半
数
以
上
の

施
策
で
成
果
の
向
上
が
見

ら
れ
る
と
と
も
に
、
５
つ

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
も

大
き
く
前
進
し
て
お
り
、

計
画
期
間
の
半
ば
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
概

ね
良
好
に
推
移
し
て
い
る

も
の
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
令
和
２
年
度
は

２
億
１
０
０
０
万
円
、
前

年
比
１
４
０
％
、
件
数
に

し
て
１
万
９
６
０
０
件
、

前
年
比
１
５
３
％
と
過
去

３
年
を
み
て
も
順
調
に
伸

び
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

改
善
や
謝
礼
品
を
１
５
０

品
か
ら
２
５
０
品
に
増
や

す
等
令
和
３
年
度
も
大
い

に
期
待
し
て
い
る
。
令
和

３
年
度
の
実
績
見
込
み
と

令
和
４
年
度
の
目
標
は
。

市
　
長
　
今
年
度
は
１
月

末
現
在
で
約
２
億
５
千
万

円
の
寄
附
金
を
い
た
だ
い

て
お
り
、
令
和
４
年
度
は

今
年
度
を
上
回
る
寄
附
の

受
け
入
れ
を
目
指
し
て
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う代表
質問
　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を
示す定例会で、代表質問を行っています。
　３月定例会の初日に市長から施政方針が述べられ、定例会２日目に会
派代表質問を行い、３会派の議員が市長の考えを質しました。

代
表
質
問

議
　
員
　
地
域
活
性
化
に

貢
献
し
た
企
業
の
税
負
担

を
軽
く
す
る
「
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
」
の
制
度
を

使
い
企
業
か
ら
寄
付
を
集

め
よ
う
と
い
う
自
治
体
が

増
え
て
い
る
。
本
市
の
今

後
の
取
り
組
み
は
。

市
　
長
　
直
ち
に
活
用
す

る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
り

ま
す
が
、
本
市
が
取
り
組

む
施
策
に
合
致
す
る
申
出

や
提
案
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

住
民
票
の
写
し
や
各
種
証

明
書
を
取
得
で
き
る
な
ど
、

便
利
に
な
っ
て
い
る
。
本

市
に
お
い
て
も
、
「
デ
シ

タ
ル
政
策
担
当
」
を
設
け

る
な
ど
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
民
間
人
材
の
任
用
な

ど
の
庁
内
に
お
け
る
業
務

の
効
率
化
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
向
上
は
ど
の
よ
う
な
成

果
や
効
果
を
考
え
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
市
民
の
皆
様
が

こ
れ
ま
で
よ
り
も
容
易
に

行
政
手
続
き
を
行
う
こ
と

が
で
き
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
が
効

率
的
に
提
供
す
る
た
め
の

環
境
整
備
が
で
き
る
よ
う
、

有
識
者
の
知
見
も
活
用
し

な
が
ら
、
実
現
に
向
け
幅

広
く
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

議
　
員
　
デ
ジ
タ
ル
化
推

進
の
基
本
計
画
や
指
針
の

策
定
な
ど
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
国
の
自
治
体
デ

ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
計
画

に
お
い
て
自
治
体
が
推
進

す
べ
き
重
点
取
組
事
項
が

定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

計
画
に
即
し
て
取
組
を
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
事
業
継
続
や
需

要
奮
起
に
つ
な
げ
る
支
援

策
、
活
性
化
策
は
ど
の
よ

う
な
形
で
継
続
さ
れ
る
の

か
。

市
　
長
　
今
後
も
感
染
症

の
推
移
や
国
・
県
な
ど
の

動
向
を
注
視
し
、
商
工
会

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
支
援
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
着
々
と
企
業
が

進
出
し
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
企
業
誘
致
の
展
望
は
。

市
　
長
　
企
業
の
移
転
相

談
な
ど
も
あ
り
、
引
き
続

き
本
市
の
特
性
を
活
か
し

た
積
極
的
な
受
け
皿
づ
く

り
を
行
う
こ
と
で
、
企
業

誘
致
が
図
ら
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
今
後
の
課
題
と

し
て
他
市
と
の
連
携
に
よ

る
広
域
的
な
被
害
防
止
対

策
、
捕
獲
方
法
の
検
討
、

情
報
交
換
に
よ
る
広
域
連

合
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
わ
れ
る
が
、
見
解
は
。

市
　
長
　
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
協
議
会
と
連
携
し
、

ただ

さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
地
下
河
川
築
造

工
事
が
完
了
し
、
豪
雨
時

に
効
果
が
出
て
い
る
。
近

隣
住
民
の
皆
さ
ん
は
安
堵

さ
れ
て
い
る
事
と
思
う
。

今
後
、
災
害
に
対
す
る
防

災
・
減
災
の
課
題
と
対
策

に
つ
い
て
は
。

市
　
長
　
近
年
の
気
象
状

況
を
踏
ま
え
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
警
戒

本
部
、
対
策
本
部
体
制
を

と
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
連
携
を
図
り
迅
速
に

対
応
す
る
体
制
を
構
築
し

て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き

10
万
５
千
人
余
の
市
民
の

安
全
安
心
を
確
保
す
る
た

め
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
２
０
５
０
年
ま

で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ

ロ
に
取
組
む
こ
と
を
公
表

す
る
自
治
体
を
「
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
と
名
付

け
て
い
る
。
本
市
の
考
え

は
。

市
　
長
　
第
三
次
環
境
基

本
計
画
に
基
づ
き
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
ま
す
の

で
、
表
明
に
つ
い
て
は
、

そ
の
進
捗
状
況
等
を
見
な

が
ら
判
断
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
　
員
　
山
神
ダ
ム
周
辺

の
森
林
買
収
が
行
わ
れ
な

い
か
。
水
源
地
確
保
の
観

点
か
ら
防
止
せ
ね
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
水
道
水
源
保
護

条
例
や
緑
地
保
全
区
域
内

土
地
購
入
要
綱
な
ど
を
活

用
し
、
森
林
や
水
源
の
保

全
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
福
岡
県
は
基
本

条
例
を
策
定
し
「
ワ
ン
ヘ

ル
ス
の
推
進
」
に
取
組
ん

で
い
る
。
地
震
や
水
害
に

備
え
る
よ
う
に
、
感
染
症

も
自
然
災
害
と
捉
え
、
ソ

フ
ト
面
ハ
ー
ド
面
で
も
備

え
や
対
応
が
必
要
で
は
な

い
か
。

市
　
長
　
感
染
予
防
の
啓

発
を
行
う
と
と
も
に
、
マ

ス
ク
や
消
毒
液
等
を
備
蓄

し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
県
が
策
定
し

た
「
ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
基

本
条
例
」
の
動
向
を
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
相
談
件
数
も

年
々
増
加
傾
向
で
、
内
容

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、

生
活
基
盤
に
不
安
を
抱
え

る
方
が
増
え
て
い
る
今
、

総
合
的
な
窓
口
設
置
な
ど
、

ソ
フ
ト
面
の
サ
ポ
ー
ト
体

制
へ
の
考
え
は
。

市
　
長
　
相
談
内
容
が
多

岐
に
わ
た
り
専
門
的
な
知

識
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

個
別
相
談
窓
口
で
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
引
き
続

き
市
民
の
皆
様
の
相
談
に

真
摯
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
各
相
談
窓
口
の
連
携

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

つくし野

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。
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議
　
員
　
現
在
の
課
題
と

具
体
的
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
認
知
症
と
の
共

生
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
課
題
と
捉
え
、
地
域
の

理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

見
守
活
動
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
モ
デ
ル
ナ
社
製

ワ
ク
チ
ン
希
望
者
が
少
数

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
全

国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
振
り
分
け

に
つ
い
て
、
当
市
で
は
ど

の
様
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

市
　
長
　
接
種
事
故
防
止

の
た
め
、
一
会
場
に
つ
き

一
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
様
が

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
早

期
に
接
種
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
長

期
化
に
伴
い
、
進
行
管
理

に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
は
。

市
　
長
　
外
部
委
員
会
を

書
面
開
催
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
各
委
員
か
ら
の
ご

意
見
は
所
管
課
へ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
や 

イ
ベ
ン
ト
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
機
会
と
な
り
、

地
域
の
礎
と
な
る
事
業
は

本
市
の
未
来
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
事
業
と
考
え
て

い
る
の
か
。

市
　
長
　
先
人
、
先
達
が

築
い
た
歴
史
や
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
の
振
り
返
り
を

契
機
と
し
て
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、

実
践
に
繋
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
担
い
手
不
足
が

顕
在
化
し
て
い
る
状
況
下

に
お
い
て
、
活
力
あ
る
組

織
、
人
材
発
掘
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
住
民
の
皆
様
に

地
域
の
活
動
に
参
加
い
た

だ
き
、
地
域
へ
の
興
味
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
新
た
な
人
材
の
発
掘

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
と

協
力
し
な
が
ら
、
地
域
活

動
へ
の
支
援
、
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
移
動
市
長
室
で

得
ら
れ
た
も
の
や
、
政
策

へ
の
反
映
な
ど
成
果
や
実

績
は
。
ま
た
、
市
政
へ
の

提
案
や
メ
ー
ル
等
の
ご
意

見
は
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
特
色
あ
る
活
動

や
要
望
、
課
題
等
は
、
全

て
共
助
社
会
を
進
め
る
上

で
大
い
に
参
考
と
な
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
形
で
い
た

だ
く
ご
意
見
も
、
時
機
を

捉
え
て
政
策
に
反
映
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
広
く

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

市
政
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

議
　
員
　
保
育
士
の
絶
対

数
が
足
り
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
こ
の
様
な
問
題

に
対
し
ど
の
様
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
小
規
模
保
育
事

業
所
を
整
備
し
、
３
歳
未

満
の
児
童
の
受
け
皿
の
拡

充
を
行
う
と
と
も
に
、
家

賃
補
助
制
度
の
継
続
や
国

の
制
度
に
基
づ
い
た
保
育

士
な
ど
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
み
、
保
育
人
材
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
閉
鎖
に
よ
る
、

給
食
の
廃
棄
問
題
・
学
習

機
会
の
減
少
問
題
に
つ
い

て
の
対
策
は
。

市
　
長
　
学
級
閉
鎖
等
に

よ
る
緊
急
な
給
食
中
止
は
、

学
校
、
納
入
業
者
と
連
携

し
、
納
入
数
の
変
更
や
食

材
の
再
活
用
な
ど
、
で
き

る
限
り
廃
棄
を
減
ら
す
努

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

習
機
会
の
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
、
文
科
省
よ
り
、

時
間
割
編
成
の
工
夫
な
ど

が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
重
点
項
目
を
中
心
に

学
習
す
る
な
ど
、
学
習
効

率
を
上
げ
て
学
習
内
容
の

習
熟
を
図
る
た
め
の
工
夫

に
よ
り
、
今
後
も
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
各
校
の
w
i-

f
i
が
繋
が
り
に
く
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
通
信

環
境
改
善
の
た
め
の
現
在

及
び
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
。

市
　
長
　
国
の
基
準
で
設

置
し
て
お
り
、
国
に
お
い

て
通
信
環
境
を
改
善
す
る

た
め
に
、
点
検
、
把
握
す

る
方
向
で
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
況
調

査
を
進
め
対
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
児
童
虐
待
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
福
祉
犯
罪
等

が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
対
応

策
は
、
ど
の
様
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
福
祉
犯
罪
被
害

を
回
避
す
る
能
力
等
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
教
育
、

啓
発
を
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

つくし野
議
　
員
　
阿
志
岐
山
城
保

存
活
用
計
画
や
保
存
整
備

委
員
会
設
置
条
例
を
策
定

す
べ
き
で
は
。

市
　
長
　
策
定
に
向
け
福

岡
県
及
び
文
化
庁
な
ど
と

の
協
議
を
重
ね
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
が
難
し
く
な
り
、

環
境
整
備
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

市
　
長
　
設
備
や
備
品
の

計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、

既
存
施
設
の
有
効
性
を
高

め
、
多
様
化
す
る
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

議
　
員
　
市
民
が
何
を
ど

う
行
動
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
を
、
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
太
陽
光
発
電
等

の
設
置
、
ご
み
の
削
減
等

の
行
動
を
市
民
に
求
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
市
と
し

ま
し
て
は
、
補
助
金
の
交

付
や
啓
発
等
に
よ
り
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　議
　
員
　
山
家
地
区
に
建

設
予
定
の
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
は
、
プ
ラ
ン
ト
業

者
が
昨
年
２
月
に
変
更
に

な
り
新
た
な
業
者
に
説
明

を
求
め
て
い
る
が
未
だ
に

回
答
が
な
い
と
報
告
を
受

け
て
い
る
が
、
市
の
見
解

は
。

市
　
長
　
県
と
の
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
法
令
に
基

づ
き
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
　
員
　
筑
紫
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
は
、
工

事
完
了
目
前
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
事
業
の
成
果

と
期
待
す
る
こ
の
ま
ち
の

将
来
像
は
。

市
　
長
　
筑
紫
原
田
線
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
や
駅

前
広
場
、
公
園
等
の
整
備

に
よ
っ
て
、
駅
へ
の
結
節

強
化
、
利
便
性
や
安
全
性

の
向
上
、
快
適
で
憩
い
の

あ
る
居
住
空
間
の
確
保
な

ど
が
成
果
と
し
て
現
れ
て

き
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
活
気
と
賑
わ
い

に
あ
ふ
れ
、
よ
り
一
層
醸

成
さ
れ
た
街
へ
の
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
西
側
乗
降
口
開

設
に
よ
り
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
を
は
じ
め
、

住
民
の
期
待
度
は
前
に
も

ま
し
て
膨
ら
む
ば
か
り
。

県
道
筑
紫
野
イ
ン
タ
ー

線
・
山
口
原
田
線
は
、
県

事
業
に
よ
り
着
々
と
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
整
備

後
は
交
通
の
利
便
性
向
上

が
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の

先
に
何
を
見
据
え
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
開
設
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
、
観
光

資
源
を
活
用
し
た
賑
わ
い

の
創
出
、
周
辺
地
域
の
土

地
利
用
の
高
度
化
に
よ
る 

ま
ち
の
活
性
化
等
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
道
筑
紫
野
イ
ン

タ
ー
線
及
び
県
道
山
口
原

田
線
の
開
通
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
間
を
結
ぶ
道

路
網
が
強
化
さ
れ
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、

本
市
が
も
つ
広
域
交
通
網

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
充
実
し
更
な
る
優
良
企

業
の
誘
致
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
拡
充
と
は
具
体
的
に

は
、
ど
の
よ
う
な
事
を
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
停
留
所
の
増
設

や
運
行
ル
ー
ト
の
改
善
な

ど
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
将
来
運
転
者
不

足
を
考
え
る
と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
運
転
の
導
入

が
必
須
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

市
　
長
　
国
や
交
通
事
業

者
等
に
よ
る
実
証
段
階
で

あ
り
、
安
全
面
等
の
課
題

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

議
　
員
　
会
派
と
し
て
も

大
い
に
成
果
創
出
が
な
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
が
、
市
長
が
掲
げ
て
い

る
施
策
を
十
分
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
予
算
が

編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は

じ
め
、
増
加
す
る
社
会
保

障
費
へ
の
対
応
や
待
機
児

童
対
策
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら 
十

分
に
実
施
で
き
る
予
算
を

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
多
く
の
自
治
体

が
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
財
政
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
度
々
報
じ

ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆

様
も
不
安
に
思
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本

市
の
財
政
状
況
は
、
将
来

に
わ
た
り
健
全
な
状
態
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
基
金
や
地
方
債

に
依
存
し
な
い
予
算
編
成

を
行
っ
て
お
り
、
健
全
な

財
政
状
況
を
保
っ
て
い
ま

す
。

認
知
症
支
援
策
は

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

つくし野

筑紫駅西口土地区画整理事業

御笠自治会バス
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等
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議
　
員
　
現
在
の
課
題
と

具
体
的
対
策
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
認
知
症
と
の
共

生
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

を
課
題
と
捉
え
、
地
域
の

理
解
を
深
め
る
と
共
に
、

見
守
活
動
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
モ
デ
ル
ナ
社
製

ワ
ク
チ
ン
希
望
者
が
少
数

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
全

国
的
に
も
問
題
に
な
っ
て

い
る
が
、
こ
の
振
り
分
け

に
つ
い
て
、
当
市
で
は
ど

の
様
な
対
応
を
考
え
て
い

る
か
。

市
　
長
　
接
種
事
故
防
止

の
た
め
、
一
会
場
に
つ
き

一
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
お
り
、
市
民
の
皆
様
が

選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

希
望
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
早

期
に
接
種
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
コ
ロ
ナ
禍
の
長

期
化
に
伴
い
、
進
行
管
理

に
影
響
が
あ
る
と
考
え
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
課
題
を

踏
ま
え
、
今
後
の
対
応
は
。

市
　
長
　
外
部
委
員
会
を

書
面
開
催
と
し
て
お
り
ま

す
が
、
各
委
員
か
ら
の
ご

意
見
は
所
管
課
へ
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活

用
や 

イ
ベ
ン
ト
の
在
り

方
等
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
機
会
と
な
り
、

地
域
の
礎
と
な
る
事
業
は

本
市
の
未
来
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
事
業
と
考
え
て

い
る
の
か
。

市
　
長
　
先
人
、
先
達
が

築
い
た
歴
史
や
文
化
、
ま

ち
づ
く
り
の
振
り
返
り
を

契
機
と
し
て
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
あ
り
方
を
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
考
え
、

実
践
に
繋
げ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
担
い
手
不
足
が

顕
在
化
し
て
い
る
状
況
下

に
お
い
て
、
活
力
あ
る
組

織
、
人
材
発
掘
は
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
住
民
の
皆
様
に

地
域
の
活
動
に
参
加
い
た

だ
き
、
地
域
へ
の
興
味
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
な

が
ら
新
た
な
人
材
の
発
掘

に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
と

協
力
し
な
が
ら
、
地
域
活

動
へ
の
支
援
、
情
報
発
信

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
移
動
市
長
室
で

得
ら
れ
た
も
の
や
、
政
策

へ
の
反
映
な
ど
成
果
や
実

績
は
。
ま
た
、
市
政
へ
の

提
案
や
メ
ー
ル
等
の
ご
意

見
は
ど
の
よ
う
に
活
か
し

て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
特
色
あ
る
活
動

や
要
望
、
課
題
等
は
、
全

て
共
助
社
会
を
進
め
る
上

で
大
い
に
参
考
と
な
る
も

の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
様
々
な
形
で
い
た

だ
く
ご
意
見
も
、
時
機
を

捉
え
て
政
策
に
反
映
し
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
広
く

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を

市
政
に
生
か
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
　

議
　
員
　
保
育
士
の
絶
対

数
が
足
り
な
い
の
が
現
状

で
あ
り
、
こ
の
様
な
問
題

に
対
し
ど
の
様
な
対
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
小
規
模
保
育
事

業
所
を
整
備
し
、
３
歳
未

満
の
児
童
の
受
け
皿
の
拡

充
を
行
う
と
と
も
に
、
家

賃
補
助
制
度
の
継
続
や
国

の
制
度
に
基
づ
い
た
保
育

士
な
ど
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
み
、
保
育
人
材
の
確

保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
閉
鎖
に
よ
る
、

給
食
の
廃
棄
問
題
・
学
習

機
会
の
減
少
問
題
に
つ
い

て
の
対
策
は
。

市
　
長
　
学
級
閉
鎖
等
に

よ
る
緊
急
な
給
食
中
止
は
、

学
校
、
納
入
業
者
と
連
携

し
、
納
入
数
の
変
更
や
食

材
の
再
活
用
な
ど
、
で
き

る
限
り
廃
棄
を
減
ら
す
努

力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学

習
機
会
の
減
少
問
題
に
つ

い
て
は
、
文
科
省
よ
り
、

時
間
割
編
成
の
工
夫
な
ど

が
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
重
点
項
目
を
中
心
に

学
習
す
る
な
ど
、
学
習
効

率
を
上
げ
て
学
習
内
容
の

習
熟
を
図
る
た
め
の
工
夫

に
よ
り
、
今
後
も
適
切
に

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
各
校
の
w
i-

f
i
が
繋
が
り
に
く
い
と

の
こ
と
で
あ
る
が
、
通
信

環
境
改
善
の
た
め
の
現
在

及
び
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
は
。

市
　
長
　
国
の
基
準
で
設

置
し
て
お
り
、
国
に
お
い

て
通
信
環
境
を
改
善
す
る

た
め
に
、
点
検
、
把
握
す

る
方
向
で
検
討
を
始
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
現
況
調

査
を
進
め
対
策
を
検
討
し

て
ま
い
り
ま
す
。

議
　
員
　
児
童
虐
待
・
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
よ
る
福
祉
犯
罪
等

が
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
対
応

策
は
、
ど
の
様
に
検
討
さ

れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
福
祉
犯
罪
被
害

を
回
避
す
る
能
力
等
を
身

に
つ
け
る
た
め
の
教
育
、

啓
発
を
警
察
や
関
係
機
関

と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

つくし野
議
　
員
　
阿
志
岐
山
城
保

存
活
用
計
画
や
保
存
整
備

委
員
会
設
置
条
例
を
策
定

す
べ
き
で
は
。

市
　
長
　
策
定
に
向
け
福

岡
県
及
び
文
化
庁
な
ど
と

の
協
議
を
重
ね
、
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

議
　
員
　
市
民
ニ
ー
ズ
へ

の
対
応
が
難
し
く
な
り
、

環
境
整
備
を
ど
う
考
え
る

の
か
。

市
　
長
　
設
備
や
備
品
の

計
画
的
な
整
備
に
よ
り
、

既
存
施
設
の
有
効
性
を
高

め
、
多
様
化
す
る
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
施
設

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

議
　
員
　
市
民
が
何
を
ど

う
行
動
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
を
、
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
太
陽
光
発
電
等

の
設
置
、
ご
み
の
削
減
等

の
行
動
を
市
民
に
求
め
て

お
り
ま
す
の
で
、
市
と
し

ま
し
て
は
、
補
助
金
の
交

付
や
啓
発
等
に
よ
り
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　議
　
員
　
山
家
地
区
に
建

設
予
定
の
産
業
廃
棄
物
処

理
施
設
は
、
プ
ラ
ン
ト
業

者
が
昨
年
２
月
に
変
更
に

な
り
新
た
な
業
者
に
説
明

を
求
め
て
い
る
が
未
だ
に

回
答
が
な
い
と
報
告
を
受

け
て
い
る
が
、
市
の
見
解

は
。

市
　
長
　
県
と
の
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
法
令
に
基

づ
き
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

議
　
員
　
筑
紫
駅
西
口
土

地
区
画
整
理
事
業
は
、
工

事
完
了
目
前
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
の
事
業
の
成
果

と
期
待
す
る
こ
の
ま
ち
の

将
来
像
は
。

市
　
長
　
筑
紫
原
田
線
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
や
駅

前
広
場
、
公
園
等
の
整
備

に
よ
っ
て
、
駅
へ
の
結
節

強
化
、
利
便
性
や
安
全
性

の
向
上
、
快
適
で
憩
い
の

あ
る
居
住
空
間
の
確
保
な

ど
が
成
果
と
し
て
現
れ
て

き
て
お
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
活
気
と
賑
わ
い

に
あ
ふ
れ
、
よ
り
一
層
醸

成
さ
れ
た
街
へ
の
発
展
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

議
　
員
　
西
側
乗
降
口
開

設
に
よ
り
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
の
利
便
性
を
は
じ
め
、

住
民
の
期
待
度
は
前
に
も

ま
し
て
膨
ら
む
ば
か
り
。

県
道
筑
紫
野
イ
ン
タ
ー

線
・
山
口
原
田
線
は
、
県

事
業
に
よ
り
着
々
と
進
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
整
備

後
は
交
通
の
利
便
性
向
上

が
見
込
ま
れ
る
が
、
そ
の

先
に
何
を
見
据
え
て
い
る

の
か
。

市
　
長
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
開
設
に
よ
り
、

交
通
渋
滞
の
緩
和
、
観
光

資
源
を
活
用
し
た
賑
わ
い

の
創
出
、
周
辺
地
域
の
土

地
利
用
の
高
度
化
に
よ
る 

ま
ち
の
活
性
化
等
に
繋
が

る
も
の
と
期
待
を
寄
せ
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
県
道
筑
紫
野
イ
ン

タ
ー
線
及
び
県
道
山
口
原

田
線
の
開
通
に
つ
き
ま
し

て
は
、
地
域
間
を
結
ぶ
道

路
網
が
強
化
さ
れ
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
す
る
こ
と
で
、

本
市
が
も
つ
広
域
交
通
網

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
充
実
し
更
な
る
優
良
企

業
の
誘
致
に
寄
与
す
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
拡
充
と
は
具
体
的
に

は
、
ど
の
よ
う
な
事
を
考

え
ら
れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
停
留
所
の
増
設

や
運
行
ル
ー
ト
の
改
善
な

ど
の
見
直
し
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
将
来
運
転
者
不

足
を
考
え
る
と
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
自
動
運
転
の
導
入

が
必
須
と
考
え
ま
す
が
、

今
後
の
方
向
性
は
。

市
　
長
　
国
や
交
通
事
業

者
等
に
よ
る
実
証
段
階
で

あ
り
、
安
全
面
等
の
課
題

が
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

お
り
ま
す
。

議
　
員
　
会
派
と
し
て
も

大
い
に
成
果
創
出
が
な
さ

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い

る
が
、
市
長
が
掲
げ
て
い

る
施
策
を
十
分
に
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
る
予
算
が

編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
は

じ
め
、
増
加
す
る
社
会
保

障
費
へ
の
対
応
や
待
機
児

童
対
策
、
行
政
の
デ
ジ
タ

ル
化
な
ど
、
本
市
を
取
り

巻
く
社
会
情
勢
、
財
政
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら 

十

分
に
実
施
で
き
る
予
算
を

編
成
し
て
お
り
ま
す
。

議
　
員
　
多
く
の
自
治
体

が
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
、
財
政
状
況
が
悪

化
し
て
い
る
と
度
々
報
じ

ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆

様
も
不
安
に
思
わ
れ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
本

市
の
財
政
状
況
は
、
将
来

に
わ
た
り
健
全
な
状
態
を

保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
基
金
や
地
方
債

に
依
存
し
な
い
予
算
編
成

を
行
っ
て
お
り
、
健
全
な

財
政
状
況
を
保
っ
て
い
ま

す
。

認
知
症
支
援
策
は

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種

つくし野

筑紫駅西口土地区画整理事業

御笠自治会バス
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自
主
財
源
の
確
保

議
　
員
　
自
主
財
源
確
保

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
独
自
の
具
体

的
施
策
は
。

市
　
長
　
自
主
財
源
の
確

保
は
安
定
し
た
財
政
運
営

の
た
め
に
重
要
な
取
組
と

考
え
る
。
引
き
続
き
、
市

税
の
収
納
対
策
や
市
有
財

産
の
有
効
活
用
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

議
　
員
　
真
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
弱
者
に
対
す
る
配

慮
を
常
に
念
頭
に
置
い
た

方
針
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
国
が
示
し
た

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
」
と
い
う
目
指
す
べ
き

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

全
庁
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
へ

議
　
員
　
子
ど
も
と
子
育

て
を
支
え
る
体
制
と
し
て

「
子
ど
も
部
」
の
設
置
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。
子
ど

も
と
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
の
強
化
を
す
る
こ
と
で
、

人
口
増
も
期
待
で
き
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
令
和
３
年
度
か

ら
保
育
児
童
課
を
新
設
し

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
現

体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

森
林
資
源
を
活
か
す

議
　
員
　
森
林
資
源
の
新

た
な
活
用
と
し
て
Ｊ
│
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ

と
や
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
策
の
検
討
、
自
伐

林
業
を
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
　
長
　
現
在
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森

林
資
源
等
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
森
林
事
業
者
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

新
た
な
林
業
や
雇
用
創
出

等
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

地
場
企
業
を
活
か
し
て

議
　
員
　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
省

エ
ネ
住
宅
の
普
及
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
地
場
企
業
の
育

成
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、

様
々
な
手
法
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
や

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業

な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

農
産
物
の
自
給
自
足
へ

議
　
員
　
農
福
連
携
の
取

組
が
農
業
に
お
け
る
担
い

手
不
足
、
働
き
手
の
確
保

に
つ
な
が
る
等
、
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
を
受
け
皿
と
し

て
販
路
の
確
保
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
産
物
の
活
用

で
農
業
振
興
が
進
む
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

市
　
長
　
農
産
物
の
供
給

体
制
は
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
地
産
地
消
を
拡

大
す
る
な
ど
、
農
業
振
興

に
努
め
た
い
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
を
市
民
の 

た
め
に

議
　
員
　
野
球
場
は
利
用

で
き
る
よ
う
に
残
し
て
ほ

し
い
。
若
者
の
た
め
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
リ
ン
ク
を

設
け
て
ほ
し
い
等
々…

の

声
が
あ
る
。
市
民
の
た
め

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
方
針
を
伺
い
た

い
。

市
　
長
　
日
本
た
ば
こ
産

業
九
州
工
場
閉
鎖
後
は
、

現
時
点
で
も
日
本
た
ば
こ

産
業
の
方
針
が
未
定
で
あ

り
、
今
後
も
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

日
本
遺
産
で
観
光
の 

活
性
化
を

議
　
員
　
市
内
に
あ
る
歴

史
と
文
化
遺
産
、
観
光
、

産
業
、
企
業
資
源
、
交
通

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
示

し
、
観
光
の
活
性
化
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
日
本
遺
産
の
保

存
活
用
に
お
け
る
観
光
振

興
、
地
場
産
業
の
育
成
は
、

福
岡
県
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
自
治
体
と
も
連
携
し

進
め
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

本
市
の
実
情
に
合
っ
た
取

組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
つ
も
人
権
意
識
を

議
　
員
　
部
落
差
別
解
消

の
推
進
に
関
す
る
条
例
を

令
和
２
年
３
月
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
今
日
的
差

別
の
克
服
を
目
指
す
べ
き
。

市
条
例
を
踏
ま
え
ど
の
よ

う
な
具
体
策
を
講
じ
る
の

か
。
男
女
平
等
、
性
的
少

数
者
の
人
権
尊
重
に
つ
い

て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
「
市
人
権
都
市

宣
言
」
及
び
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

人
権
意
識
涵
養
（
か
ん
よ

う
）
の
た
め
の
教
育
・
啓

発
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図

り
な
が
ら
、

相
談
体
制

の
充
実
や

実
態
把
握

に
努
め
て

い
き
た
い
。

市民会議
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
が
っ
ち
り
と

議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
貧
困
や

格
差
を
深
刻
化
さ
せ
、
特

に
母
子
家
庭
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
困
窮
状
態

に
あ
る
。
子
ど
も
の
貧
困

解
消
に
は
、
継
続
性
の
あ

る
、
親
の
就
労
や
子
ど
も

の
教
育
・
就
学
の
援
助
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
考

え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
子
ど
も
の
貧
困

対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
就
学
・
就

労
に
向
け
た
各
種
の
給
付

金
や
貸
付
金
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
就

労
支
援
な
ど
、
関
係
部
署

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

既
存
の
制
度
を
最
大
限
に

活
用
し
、
自
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

保
健
師
配
置
で

健
康
と
介
護
予
防

議
　
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ

て
い
る
。
健
康
推
進
や
疾

病
・
介
護
予
防
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
保

健
師
の
配
置
・
増
員
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
へ
の
保
健
師
の
配
置

は
、
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
年
度
保
健

師
を
１
名
増
員
し
、
さ
ら

な
る
保
健
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。

住
ん
で
い
る
人
が

考
え
る
防
災
計
画

議
　
員
　
市
の
防
災
計
画

に
連
動
す
る
地
域
防
災
計

画
、
避
難
所
ご
と
の
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は
地

域
の
皆
さ
ん
と
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

市
　
長
　
地
域
に
お
け
る

防
災
計
画
や
感
染
症
に
対

応
し
た
避
難
所
運
営
は
、

引
き
続
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

互
い
の
助
け
合
い
で

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
最
大
の
課
題
は
地
域
の

助
け
合
い
の
仕
組
み
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
助
け
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
働
き
か
け
、

支
援
し
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
市
と
し
て
も
助

け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

に
基
づ
き
人
的
支
援
・
財

政
支
援
な
ど
に
努
め
て
い

く
。

子
ど
も
達
と
共
に

議
　
員
　
待
機
児
童
解
消

は
人
材
確
保
が
最
重
要
課

題
。
市
長
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

市
　
長
　
待
機
児
童
解
消
、

子
育
て
支
援
の
取
組
は
、

人
材
確
保
の
た
め
の
家
賃

補
助
制
度
を
継
続
す
る
ほ

か
、
国
の
制
度
に
基
づ
い

た
保
育
士
な
ど
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
市
内
小
中
学
校

に
生
徒
数
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
配
備
を
さ
れ
た
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
及
び

課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

市
　
長
　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、

国
の
基
準
で
設
置
し
て
お

り
、
国
に
お
い
て
通
信
環

境
を
点
検
、
把
握
す
る
方

向
で
検
討
を
始
め
て
い
る

の
で
、
現
況
調
査
を
進
め

て
い
く
。

議
　
員
　
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
て
の
方
針
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
化
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
や
ご
み
減

量
と
い
っ
た
緩
和
策
と
身

近
な
適
応
の
取
組
に
関
す

る
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
は
、

国
等
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

駅
か
ら
始
ま
る

暮
ら
し
や
す
さ

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
が
完
成
す
れ

ば
、
近
接
す
る
市
有
地
を

活
用
し
、
バ
ス
等
の
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
等
に
よ

り
、
筑
紫
野
市
の
魅
力
発

信
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
整
備
等
に
伴

う
交
通
体
系
は
、
駅
と
の

結
節
機
能
を
活
か
す
た
め

の
方
策
を
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。
市
有
地

は
市
と
し
て
最
適
な
活
用

方
法
を
時
期
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け…

議
　
員
　
市
民
の
暮
ら
し

と
地
場
産
業
、
地
場
事
業

所
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
う
し
た
市
民
に

勇
気
と
希
望
を
も
た
ら
す

よ
う
な
、
市
政
運
営
の
責

任
者
と
し
て
の
決
意
と
展

望
を
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

市
　
長
　
令
和
４
年
度
に

お
い
て
も
、
先
見
性
と
洞

察
力
を
も
っ
て
時
流
を
見

極
め
つ
つ
、
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
各
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

50
周
年
を
契
機
と
し
て
、

市
民
と
地
域
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
次
の
50
周

年
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

上
村 

和
男 

議
員

市
民
会
議

市民会議

御笠財産区有地

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

行
政
に
新
し
い
感
覚
を

暮
ら
し
の
基
本…

仕
事
の
あ
る
街
へ

暮
ら
し
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

明
日
の
た
め
に

こ
の
ま
ち
で
、

暮
ら
し
続
け
る

明
日
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
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自
主
財
源
の
確
保

議
　
員
　
自
主
財
源
確
保

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
本
市
独
自
の
具
体

的
施
策
は
。

市
　
長
　
自
主
財
源
の
確

保
は
安
定
し
た
財
政
運
営

の
た
め
に
重
要
な
取
組
と

考
え
る
。
引
き
続
き
、
市

税
の
収
納
対
策
や
市
有
財

産
の
有
効
活
用
な
ど
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ

議
　
員
　
真
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
す
る
た
め
、
デ

ジ
タ
ル
弱
者
に
対
す
る
配

慮
を
常
に
念
頭
に
置
い
た

方
針
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
る
が
。

市
　
長
　
国
が
示
し
た

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

人
に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル

化
」
と
い
う
目
指
す
べ
き

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
ビ
ジ
ョ

ン
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

全
庁
的
に
推
進
し
て
い
き

た
い
。

子
ど
も
フ
ァ
ー
ス
ト
へ

議
　
員
　
子
ど
も
と
子
育

て
を
支
え
る
体
制
と
し
て

「
子
ど
も
部
」
の
設
置
が

考
え
ら
れ
な
い
か
。
子
ど

も
と
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
の
強
化
を
す
る
こ
と
で
、

人
口
増
も
期
待
で
き
る
。

市
長
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
令
和
３
年
度
か

ら
保
育
児
童
課
を
新
設
し

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

っ
て
い
る
。
引
き
続
き
現

体
制
で
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

森
林
資
源
を
活
か
す

議
　
員
　
森
林
資
源
の
新

た
な
活
用
と
し
て
Ｊ
│
ク

レ
ジ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ

と
や
、
森
林
環
境
譲
与
税

の
活
用
策
の
検
討
、
自
伐

林
業
を
導
入
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
　
長
　
現
在
、
森
林
環

境
譲
与
税
を
活
用
し
、
森

林
資
源
等
の
調
査
を
行
っ

て
お
り
、
森
林
事
業
者
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

新
た
な
林
業
や
雇
用
創
出

等
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

地
場
企
業
を
活
か
し
て

議
　
員
　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
と
省

エ
ネ
住
宅
の
普
及
を
推
進

し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
地
場
企
業
の
育

成
に
よ
る
地
域
活
性
化
は
、

様
々
な
手
法
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
促
進
事
業
や

地
域
活
性
化
商
品
券
事
業

な
ど
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
取
組
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。

農
産
物
の
自
給
自
足
へ

議
　
員
　
農
福
連
携
の
取

組
が
農
業
に
お
け
る
担
い

手
不
足
、
働
き
手
の
確
保

に
つ
な
が
る
等
、
相
乗
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
を
受
け
皿
と
し

て
販
路
の
確
保
を
し
な
が

ら
、
地
域
の
産
物
の
活
用

で
農
業
振
興
が
進
む
と
考

え
る
が
、
市
長
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

市
　
長
　
農
産
物
の
供
給

体
制
は
、
関
係
機
関
等
と

連
携
し
、
地
産
地
消
を
拡

大
す
る
な
ど
、
農
業
振
興

に
努
め
た
い
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
を
市
民
の 

た
め
に

議
　
員
　
野
球
場
は
利
用

で
き
る
よ
う
に
残
し
て
ほ

し
い
。
若
者
の
た
め
の
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
リ
ン
ク
を

設
け
て
ほ
し
い
等
々…

の

声
が
あ
る
。
市
民
の
た
め

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
市

と
し
て
の
方
針
を
伺
い
た

い
。

市
　
長
　
日
本
た
ば
こ
産

業
九
州
工
場
閉
鎖
後
は
、

現
時
点
で
も
日
本
た
ば
こ

産
業
の
方
針
が
未
定
で
あ

り
、
今
後
も
そ
の
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

日
本
遺
産
で
観
光
の 

活
性
化
を

議
　
員
　
市
内
に
あ
る
歴

史
と
文
化
遺
産
、
観
光
、

産
業
、
企
業
資
源
、
交
通

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
示

し
、
観
光
の
活
性
化
を
考

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
　
長
　
日
本
遺
産
の
保

存
活
用
に
お
け
る
観
光
振

興
、
地
場
産
業
の
育
成
は
、

福
岡
県
が
中
心
と
な
っ
て
、

関
係
自
治
体
と
も
連
携
し

進
め
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

本
市
の
実
情
に
合
っ
た
取

組
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

い
つ
も
人
権
意
識
を

議
　
員
　
部
落
差
別
解
消

の
推
進
に
関
す
る
条
例
を

令
和
２
年
３
月
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。
今
日
的
差

別
の
克
服
を
目
指
す
べ
き
。

市
条
例
を
踏
ま
え
ど
の
よ

う
な
具
体
策
を
講
じ
る
の

か
。
男
女
平
等
、
性
的
少

数
者
の
人
権
尊
重
に
つ
い

て
、
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
「
市
人
権
都
市

宣
言
」
及
び
「
部
落
差
別

の
解
消
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」
の
理
念
に
基
づ
き
、

人
権
意
識
涵
養
（
か
ん
よ

う
）
の
た
め
の
教
育
・
啓

発
に
引
き
続
き
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図

り
な
が
ら
、

相
談
体
制

の
充
実
や

実
態
把
握

に
努
め
て

い
き
た
い
。

市民会議
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
が
っ
ち
り
と

議
　
員
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
貧
困
や

格
差
を
深
刻
化
さ
せ
、
特

に
母
子
家
庭
に
お
い
て
は
、

さ
ら
に
厳
し
い
困
窮
状
態

に
あ
る
。
子
ど
も
の
貧
困

解
消
に
は
、
継
続
性
の
あ

る
、
親
の
就
労
や
子
ど
も

の
教
育
・
就
学
の
援
助
が

必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
考

え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
子
ど
も
の
貧
困

対
策
は
喫
緊
の
課
題
と
認

識
し
て
お
り
、
就
学
・
就

労
に
向
け
た
各
種
の
給
付

金
や
貸
付
金
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
に
よ
る
就

労
支
援
な
ど
、
関
係
部
署

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

既
存
の
制
度
を
最
大
限
に

活
用
し
、
自
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

保
健
師
配
置
で

健
康
と
介
護
予
防

議
　
員
　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
が
急
が
れ

て
い
る
。
健
康
推
進
や
疾

病
・
介
護
予
防
で
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
保

健
師
の
配
置
・
増
員
に
つ

い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

単
位
へ
の
保
健
師
の
配
置

は
、
現
段
階
で
は
考
え
て

い
な
い
が
、
今
年
度
保
健

師
を
１
名
増
員
し
、
さ
ら

な
る
保
健
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
る
。

住
ん
で
い
る
人
が

考
え
る
防
災
計
画

議
　
員
　
市
の
防
災
計
画

に
連
動
す
る
地
域
防
災
計

画
、
避
難
所
ご
と
の
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
は
地

域
の
皆
さ
ん
と
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
く
つ
も
り
か
。

市
　
長
　
地
域
に
お
け
る

防
災
計
画
や
感
染
症
に
対

応
し
た
避
難
所
運
営
は
、

引
き
続
き
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
な
ど
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

互
い
の
助
け
合
い
で

議
　
員
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
最
大
の
課
題
は
地
域
の

助
け
合
い
の
仕
組
み
と
考

え
て
い
る
。
市
と
し
て
ど

の
よ
う
に
助
け
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
働
き
か
け
、

支
援
し
て
い
く
の
か
。

市
　
長
　
市
と
し
て
も
助

け
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定

に
基
づ
き
人
的
支
援
・
財

政
支
援
な
ど
に
努
め
て
い

く
。

子
ど
も
達
と
共
に

議
　
員
　
待
機
児
童
解
消

は
人
材
確
保
が
最
重
要
課

題
。
市
長
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

市
　
長
　
待
機
児
童
解
消
、

子
育
て
支
援
の
取
組
は
、

人
材
確
保
の
た
め
の
家
賃

補
助
制
度
を
継
続
す
る
ほ

か
、
国
の
制
度
に
基
づ
い

た
保
育
士
な
ど
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
　
員
　
市
内
小
中
学
校

に
生
徒
数
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

が
配
備
を
さ
れ
た
。
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
状
況
及
び

課
題
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

市
　
長
　
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、

国
の
基
準
で
設
置
し
て
お

り
、
国
に
お
い
て
通
信
環

境
を
点
検
、
把
握
す
る
方

向
で
検
討
を
始
め
て
い
る

の
で
、
現
況
調
査
を
進
め

て
い
く
。

議
　
員
　
２
０
５
０
年
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
て
の
方
針
と
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
化
に
つ
い

て
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
省
エ
ネ
や
ご
み
減

量
と
い
っ
た
緩
和
策
と
身

近
な
適
応
の
取
組
に
関
す

る
啓
発
を
進
め
て
い
く
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
削
減
は
、

国
等
の
情
報
収
集
に
努
め

て
い
く
。

駅
か
ら
始
ま
る

暮
ら
し
や
す
さ

議
　
員
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
が
完
成
す
れ

ば
、
近
接
す
る
市
有
地
を

活
用
し
、
バ
ス
等
の
運
行

ル
ー
ト
の
見
直
し
等
に
よ

り
、
筑
紫
野
市
の
魅
力
発

信
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

市
　
長
　
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅

西
側
乗
降
口
整
備
等
に
伴

う
交
通
体
系
は
、
駅
と
の

結
節
機
能
を
活
か
す
た
め

の
方
策
を
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
た
い
。
市
有
地

は
市
と
し
て
最
適
な
活
用

方
法
を
時
期
も
含
め
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

市
民
の
声
に

耳
を
傾
け…

議
　
員
　
市
民
の
暮
ら
し

と
地
場
産
業
、
地
場
事
業

所
は
大
変
厳
し
い
状
況
に

あ
る
。
こ
う
し
た
市
民
に

勇
気
と
希
望
を
も
た
ら
す

よ
う
な
、
市
政
運
営
の
責

任
者
と
し
て
の
決
意
と
展

望
を
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

市
　
長
　
令
和
４
年
度
に

お
い
て
も
、
先
見
性
と
洞

察
力
を
も
っ
て
時
流
を
見

極
め
つ
つ
、
市
民
の
声
に

耳
を
傾
け
な
が
ら
各
施
策

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

50
周
年
を
契
機
と
し
て
、

市
民
と
地
域
、
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
次
の
50
周

年
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

上
村 

和
男 

議
員

市
民
会
議

市民会議

御笠財産区有地

市

　長

市

　長

議

　員

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

行
政
に
新
し
い
感
覚
を

暮
ら
し
の
基
本…

仕
事
の
あ
る
街
へ

暮
ら
し
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

明
日
の
た
め
に

こ
の
ま
ち
で
、

暮
ら
し
続
け
る

明
日
に
つ
な
が
る

ま
ち
づ
く
り
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日 月 火 水 木 金 土
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※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・６月定例会の請願・陳情の受付は６月１日（水曜日）正午までです。

・ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、
　恒久平和を求める決議について

・筑紫野市農業委員会委員の認定農業者過半数
　要件の例外適用について

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議最終日

本会議初日 本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和４年６月定例会

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。１月臨時会 審議結果（１月１８日）

３月定例会 審議結果（２月２４日～３月２４日）　

条　　例・・・・・ ８件（原案可決）

補正予算・・・・ １１件（原案可決）

発　　議・・・・・ １件（原案可決）

予　　算・・・・ １３件（原案可決）

人事案件・・・・ ２２件（同意）

そ の 他・・・・・ １件（同意）

補正予算・・・・・ １件（原案可決）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
　

南
里
レ
イ
子 

氏

髙
野

　和
明 

氏

な
ん 

り 
 

れ 
 
 

い 
 

こ

た
か 

の 
 
 
 
 
 

か
ず
あ
き

筑
紫
野
市
監
査
委
員

段
上

　信
章 

氏

だ
ん
じ
ょ
う        

の
ぶ
あ
き

筑
紫
野
市
二
日
市
財
産
区

管
理
委
員
　

井
上

　
　章 

氏

森
田

　陽
子 

氏

畑
添

　和
敏 

氏

宮
崎

　
　武 

氏

中
嶋

　
　清 

氏

小
田
ス
ヱ
子 

氏

萩
尾

　土
郎 

氏

い
の  

う
え              

あ
き
ら

も
り 

た 
 
 
 
 

よ
う 

こ

 

は
た
ぞ
え 

 
 
 

か
ず
と
し

 

み
や
ざ
き 

 
 
 
 
 
 

た
け
し

な
か
じ
ま 

 
 
 
 
 
 

き
よ
し   

 

お 
 

だ 
 

す 
 

え 
 

こ

は
ぎ 

お 
 
 
 
 

つ
ち
ろ
う

筑
紫
野
市
農
業
委
員
会

委
員萩

尾

　博
道 

氏

中
山

　榮
二 

氏

井
上

　和
俊 

氏

藤
木

　正
文 

氏

八
尋

　雄
二 

氏

髙
山
ス
ミ
子 

氏

神
崎

　光
成 

氏

砥
綿

　浩
行 

氏

石
橋

　利
晴 

氏

田
川

　好
明 

氏

久
原

　
　暢 

氏

天
本

　京
子 

氏

は
ぎ 

お 
 
 
 
 

ひ
ろ
み
ち 

 

 

な
か
や
ま 

 
 
 

え
い 

じ

 

い
の
う
え 

 
 
 

か
ず
と
し

 

ふ
じ 

き 
 
 
 
 

ま
さ
ふ
み

 

や 

ひ
ろ 

 
 
 

ゆ
う 

じ

 

た
か
や
ま 

す 
 

み 
 

こ

か
ん
ざ
き 

 
 
 

み
つ
な
り

 

と 

わ
た 

 
 
 

ひ
ろ
ゆ
き

い
し
ば
し 

 
 
 

と
し
は
る

 

た 

が
わ 

 
 
 

よ
し
あ
き

 

く 

ば
ら 

 
 
 
 
 
 

み
つ
る

あ
ま
も
と 

 
 

き
ょ
う 

こ

公明党筑紫野市議団
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ

跡
地
今
後
の
使
途
は

議
　
員
　
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
連
携

の
も
と
検
討
さ
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
土
地
利
用
や
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

に
お
い
て
基
本
的
な
方
針

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

更
な
る
推
進
に
向
け
て

議
　
員
　
協
力
事
業
者
の

募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
商
工
会
や
Ｊ
Ａ

か
ら
の
斡
旋
、
事
業
者
へ

の
個
別
訪
問
、
相
談
会
・

説
明
会
の
開
催
等
の
取
組

を
通
し
て
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

デ
ジ
タ
ル
政
策
担
当
設
置

議
　
員
　
避
難
所
・
市
役

所
の
ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
整
備
も

さ
れ
る
事
で
ど
の
よ
う
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
災
害
発
生
時
の

情
報
入
手
手
段
の
充
実
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

各
種
行
政
手
続
に
お
い
て

採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
促
進
に
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

普
及
促
進
事
業

議
　
員
　
２
月
に
実
施
さ

れ
た
が
、
福
岡
県
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
期
間
が

延
長
さ
れ
使
う
機
会
が
あ

ま
り
な
く
残
念
だ
っ
た
と

の
声
が
あ
る
。
50
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
第
二
弾

が
実
施
出
来
な
い
か
。

市
　
長
　
感
染
症
の
推
移

な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。

日
本
遺
産
を
活
用
し
た

文
化
観
光
の
推
進

議
　
員
　
文
化
や
歴
史
、

自
然
を
感
じ
な
が
ら
筑
紫

野
市
内
を
旅
す
る
動
画
を

英
語
字
幕
付
き
で
作
成
し
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
実
際
に

お
越
し
頂
け
る
よ
う
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て
は
。

市
　
長
　
史
跡
な
ど
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、

情
報
発
信
を
し
て
い
る
が
、

昨
年
度
に
、
本
市
の
名

所
・
旧
跡
等
の
多
く
を
含

む
日
本
遺
産
に
つ
い
て
、

福
岡
県
が
多
言
語
対
応
の

動
画
を
製
作
し
て
い
る
の

で
効
果
的
に
活
用
で
き
る

よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

地
域
防
災
計
画

議
　
員
　
国
は
昨
年
、
防

災
基
本
計
画
を
修
正
し
、

地
方
防
災
会
議
の
女
性
割

合
の
向
上
、
避
難
所
に
お

け
る
性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
の
発

生
防
止
、
男
女
共
同
参
画

担
当
の
役
割
の
位
置
づ
け

を
盛
り
込
ん
だ
。
修
正
は

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

市
　
長
　
女
性
や
子
育
て

家
庭
へ
の
配
慮
は
盛
り
込

ん
で
い
る
が
、
男
女
共
同

参
画
担
当
の
役
割
等
は
今

後
の
改
訂
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

議
　
員
　
県
は
福
岡
健
康

づ
く
り
県
民
運
動
と
し
て

市
町
村
が
開
催
す
る
ケ
ア

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
事
業

を
補
助
率
10
／
10
で
予
算

化
。
対
象
は
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

で
転
倒
防
止
用
の
手
す
り

が
つ
い
た
リ
ハ
ビ
リ
用
器

具
を
使
う
。
昔
懐
か
し
い

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
運
動
は
脳
を

活
性
化
さ
せ
る
医
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
も
あ
る
。
積
極

的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
や
、
高

齢
者
の
安
全
を
考
慮
し
た

上
で
、
引
き
続
き
国
や
県

の
助
成
事
業
を
活
用
し
推

進
し
て
い
く
。

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

小
学
校
区
毎
の
運
営
を

議
　
員
　
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
21
行
政
区
、
３

小
学
校
区
で
構
成
。
そ
れ

ぞ
れ
の
人
口
規
模
を
は
じ

め
地
域
特
性
や
環
境
の
違

い
か
ら
個
別
の
地
域
課
題

の
解
決
な
ど
、
運
営
に
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
現
在
、
校
区
毎

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
活

動
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
展

開
し
て
お
り
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
を

議
　
員
　
産
前
産
後
の
身

体
的
、
精
神
的
に
不
安
定

な
時
期
に
家
族
等
の
助
け

を
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
う

つ
状
態
の
中
で
育
児
を
行

い
虐
待
の
要
因
に
な
る
事

が
指
摘
さ
れ
、
国
は
令
和

６
年
度
迄
に
全
国
展
開
を

図
る
と
し
て
い
る
。
早
期

実
施
が
将
来
続
く
負
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
事
に
な
る

の
で
は
。

市
　
長
　
妊
産
婦
の
皆
様

や
支
援
に
携
わ
る
医
療
機

関
等
の
声
を
頂
き
な
が
ら

現
状
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

校
則
見
直
し
や
制
服
検
討
委

員
会
へ
子
ど
も
の
参
画
は

議
　
員
　
文
科
省
は
主
体

性
を
培
う
機
会
と
し
、
令

和
３
年
、
校
則
の
見
直
し

等
に
関
す
る
取
組
事
例
を

通
達
。
本
市
の
子
ど
も
条

例
第
８
条
１
項
「
参
加
す

る
権
利
」
も
あ
る
が
。

市
　
長
　
生
徒
を
代
表
す

る
生
徒
会
な
ど
の
意
見
を

聴
き
進
め
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

学
び
の
保
障
を

議
　
員
　
教
育
機
会
確
保

法
は
不
登
校
の
子
ど
も
の

学
校
以
外
で
の
多
様
な
学

び
の
場
を
提
供
す
る
事
を

目
的
と
し
た
法
律
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
自
宅
や
保
健

室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

希
望
す
る
子
も
い
る
が
。

市
　
長
　
不
登
校
児
童
生

徒
の
一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
、
学
校
内
の
適
応
指

導
教
室
、
つ
く
し
学
級
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

支
援
な
ど
多
様
な
教
育
機

会
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
乗
降

口
開
設
交
通
体
系
の
検
討

議
　
員
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
と
連
携
の
も
と
進

め
て
頂
け
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。

山
本 

加
奈
子

　
　
　
　
　
　議
員

公
明
党 

筑
紫
野
市
議
団

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

議

　員

議

　員

市

　長

市

　長

市

　長

市

　長

市
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議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議

　員

議
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※変更する場合があります。

・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・６月定例会の請願・陳情の受付は６月１日（水曜日）正午までです。

・ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、
　恒久平和を求める決議について

・筑紫野市農業委員会委員の認定農業者過半数
　要件の例外適用について

市
議
会
関
係
日
程
の
お
知
ら
せ

一般質問 一般質問 本会議最終日

本会議初日 本会議

常任委員会 常任委員会 常任委員会 常任委員会 

令和４年６月定例会

議案の内容は、市の
ホームページをご覧下さい。１月臨時会 審議結果（１月１８日）

３月定例会 審議結果（２月２４日～３月２４日）　

条　　例・・・・・ ８件（原案可決）

補正予算・・・・ １１件（原案可決）

発　　議・・・・・ １件（原案可決）

予　　算・・・・ １３件（原案可決）

人事案件・・・・ ２２件（同意）

そ の 他・・・・・ １件（同意）

補正予算・・・・・ １件（原案可決）

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
　

南
里
レ
イ
子 

氏

髙
野

　和
明 

氏

な
ん 

り 
 

れ 
 
 

い 
 

こ

た
か 

の 
 
 
 
 
 

か
ず
あ
き

筑
紫
野
市
監
査
委
員

段
上

　信
章 

氏

だ
ん
じ
ょ
う        

の
ぶ
あ
き

筑
紫
野
市
二
日
市
財
産
区

管
理
委
員
　

井
上

　
　章 

氏

森
田

　陽
子 

氏

畑
添

　和
敏 
氏

宮
崎

　
　武 

氏

中
嶋

　
　清 

氏

小
田
ス
ヱ
子 

氏

萩
尾

　土
郎 

氏

い
の  

う
え              

あ
き
ら

も
り 

た 
 
 
 
 

よ
う 

こ
 

は
た
ぞ
え 

 
 
 

か
ず
と
し

 

み
や
ざ
き 

 
 
 
 
 
 

た
け
し

な
か
じ
ま 

 
 
 
 
 
 

き
よ
し   

 

お 
 

だ 
 

す 
 

え 
 

こ

は
ぎ 

お 
 
 
 
 

つ
ち
ろ
う

筑
紫
野
市
農
業
委
員
会

委
員萩

尾

　博
道 

氏

中
山

　榮
二 

氏

井
上

　和
俊 

氏

藤
木

　正
文 

氏

八
尋

　雄
二 

氏

髙
山
ス
ミ
子 

氏

神
崎

　光
成 

氏

砥
綿

　浩
行 

氏

石
橋

　利
晴 

氏

田
川

　好
明 

氏

久
原

　
　暢 

氏

天
本

　京
子 

氏

は
ぎ 

お 
 
 
 
 

ひ
ろ
み
ち 

 

 

な
か
や
ま 

 
 
 

え
い 

じ

 

い
の
う
え 

 
 
 

か
ず
と
し

 

ふ
じ 

き 
 
 
 
 

ま
さ
ふ
み

 

や 

ひ
ろ 

 
 
 

ゆ
う 

じ

 

た
か
や
ま 

す 
 

み 
 

こ

か
ん
ざ
き 

 
 
 

み
つ
な
り

 

と 

わ
た 

 
 
 

ひ
ろ
ゆ
き

い
し
ば
し 

 
 
 

と
し
は
る

 

た 

が
わ 

 
 
 

よ
し
あ
き

 
く 
ば
ら 

 
 
 
 
 
 

み
つ
る

あ
ま
も
と 

 
 

き
ょ
う 

こ

公明党筑紫野市議団
旧
庁
舎
・
ジ
ャ
ス
コ

跡
地
今
後
の
使
途
は

議
　
員
　
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
等
の
連
携

の
も
と
検
討
さ
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
土
地
利
用
や
活

用
方
法
に
つ
い
て
は
、
市

に
お
い
て
基
本
的
な
方
針

を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
納
税

更
な
る
推
進
に
向
け
て

議
　
員
　
協
力
事
業
者
の

募
集
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

市
　
長
　
商
工
会
や
Ｊ
Ａ

か
ら
の
斡
旋
、
事
業
者
へ

の
個
別
訪
問
、
相
談
会
・

説
明
会
の
開
催
等
の
取
組

を
通
し
て
募
集
を
行
っ
て

い
る
。

デ
ジ
タ
ル
政
策
担
当
設
置

議
　
員
　
避
難
所
・
市
役

所
の
ｗ
ｉ‐

ｆ
ｉ
整
備
も

さ
れ
る
事
で
ど
の
よ
う
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が

図
ら
れ
る
の
か
。

市
　
長
　
災
害
発
生
時
の

情
報
入
手
手
段
の
充
実
に

加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

各
種
行
政
手
続
に
お
い
て

採
用
さ
れ
つ
つ
あ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
の
促
進
に
寄

与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

普
及
促
進
事
業

議
　
員
　
２
月
に
実
施
さ

れ
た
が
、
福
岡
県
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
期
間
が

延
長
さ
れ
使
う
機
会
が
あ

ま
り
な
く
残
念
だ
っ
た
と

の
声
が
あ
る
。
50
周
年
事

業
の
一
環
と
し
て
第
二
弾

が
実
施
出
来
な
い
か
。

市
　
長
　
感
染
症
の
推
移

な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て

い
く
。

日
本
遺
産
を
活
用
し
た

文
化
観
光
の
推
進

議
　
員
　
文
化
や
歴
史
、

自
然
を
感
じ
な
が
ら
筑
紫

野
市
内
を
旅
す
る
動
画
を

英
語
字
幕
付
き
で
作
成
し
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
で
実
際
に

お
越
し
頂
け
る
よ
う
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
で
発
信
し
て
は
。

市
　
長
　
史
跡
な
ど
の
紹

介
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、

情
報
発
信
を
し
て
い
る
が
、

昨
年
度
に
、
本
市
の
名

所
・
旧
跡
等
の
多
く
を
含

む
日
本
遺
産
に
つ
い
て
、

福
岡
県
が
多
言
語
対
応
の

動
画
を
製
作
し
て
い
る
の

で
効
果
的
に
活
用
で
き
る

よ
う
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
発

信
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

地
域
防
災
計
画

議
　
員
　
国
は
昨
年
、
防

災
基
本
計
画
を
修
正
し
、

地
方
防
災
会
議
の
女
性
割

合
の
向
上
、
避
難
所
に
お

け
る
性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
の
発

生
防
止
、
男
女
共
同
参
画

担
当
の
役
割
の
位
置
づ
け

を
盛
り
込
ん
だ
。
修
正
は

反
映
さ
れ
て
い
る
か
。

市
　
長
　
女
性
や
子
育
て

家
庭
へ
の
配
慮
は
盛
り
込

ん
で
い
る
が
、
男
女
共
同

参
画
担
当
の
役
割
等
は
今

後
の
改
訂
に
併
せ
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

介
護
予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進

議
　
員
　
県
は
福
岡
健
康

づ
く
り
県
民
運
動
と
し
て

市
町
村
が
開
催
す
る
ケ
ア

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
事
業

を
補
助
率
10
／
10
で
予
算

化
。
対
象
は
、
介
護
認
定

を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者

で
転
倒
防
止
用
の
手
す
り

が
つ
い
た
リ
ハ
ビ
リ
用
器

具
を
使
う
。
昔
懐
か
し
い

音
楽
を
聴
き
な
が
ら
の
ト

ラ
ン
ポ
リ
ン
運
動
は
脳
を

活
性
化
さ
せ
る
医
学
的
エ

ビ
デ
ン
ス
も
あ
る
。
積
極

的
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

市
　
長
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
や
、
高

齢
者
の
安
全
を
考
慮
し
た

上
で
、
引
き
続
き
国
や
県

の
助
成
事
業
を
活
用
し
推

進
し
て
い
く
。

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

小
学
校
区
毎
の
運
営
を

議
　
員
　
二
日
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
は
21
行
政
区
、
３

小
学
校
区
で
構
成
。
そ
れ

ぞ
れ
の
人
口
規
模
を
は
じ

め
地
域
特
性
や
環
境
の
違

い
か
ら
個
別
の
地
域
課
題

の
解
決
な
ど
、
運
営
に
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
。

今
後
の
見
通
し
は
。

市
　
長
　
現
在
、
校
区
毎

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
活

動
を
地
域
の
特
性
に
応
じ
展

開
し
て
お
り
、
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
な
が
ら
慎
重
に
検

討
し
て
い
き
た
い
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
実
施
を

議
　
員
　
産
前
産
後
の
身

体
的
、
精
神
的
に
不
安
定

な
時
期
に
家
族
等
の
助
け

を
十
分
に
得
ら
れ
ず
、
う

つ
状
態
の
中
で
育
児
を
行

い
虐
待
の
要
因
に
な
る
事

が
指
摘
さ
れ
、
国
は
令
和

６
年
度
迄
に
全
国
展
開
を

図
る
と
し
て
い
る
。
早
期

実
施
が
将
来
続
く
負
の
連

鎖
を
断
ち
切
る
事
に
な
る

の
で
は
。

市
　
長
　
妊
産
婦
の
皆
様

や
支
援
に
携
わ
る
医
療
機

関
等
の
声
を
頂
き
な
が
ら

現
状
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

校
則
見
直
し
や
制
服
検
討
委

員
会
へ
子
ど
も
の
参
画
は

議
　
員
　
文
科
省
は
主
体

性
を
培
う
機
会
と
し
、
令

和
３
年
、
校
則
の
見
直
し

等
に
関
す
る
取
組
事
例
を

通
達
。
本
市
の
子
ど
も
条

例
第
８
条
１
項
「
参
加
す

る
権
利
」
も
あ
る
が
。

市
　
長
　
生
徒
を
代
表
す

る
生
徒
会
な
ど
の
意
見
を

聴
き
進
め
て
い
る
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

学
び
の
保
障
を

議
　
員
　
教
育
機
会
確
保

法
は
不
登
校
の
子
ど
も
の

学
校
以
外
で
の
多
様
な
学

び
の
場
を
提
供
す
る
事
を

目
的
と
し
た
法
律
。
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
自
宅
や
保
健

室
で
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を

希
望
す
る
子
も
い
る
が
。

市
　
長
　
不
登
校
児
童
生

徒
の
一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
、
学
校
内
の
適
応
指

導
教
室
、
つ
く
し
学
級
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

支
援
な
ど
多
様
な
教
育
機

会
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
西
口
乗
降

口
開
設
交
通
体
系
の
検
討

議
　
員
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
等
と
連
携
の
も
と
進

め
て
頂
け
る
の
か
。

市
　
長
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き

た
い
。
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坂口 勝彦
（公明党）

①小中学校のタブレットを活用した授業の現状に
　ついて
②コロナによる小中学校の学級閉鎖等について
③筑紫東小学校の選択制通学について
④保育所の待機児童について
⑤市制50周年記念行事の実施について

■ 田中　　　允　議員

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

旧九州鉄道城山三連橋梁
（詳細はウラ表紙に掲載しています。）

き やま

【写真は筑紫野市歴史博物館所蔵】

質 問 題 目   一 覧

３月定例会の一般質問では、市政について６人の議員が１４題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像が見られます。

① 防犯灯のＬＥＤ化推進について
② 防犯カメラ設置推進について

■ 八尋　一男　議員

①コロナ後を見据えた観光振興について
②高齢者の運転免許証自主返納に関する支援に
　ついて

■ 前田　倫宏　議員

①若者・子どもの貧困対策について
②交通事故防止の為の道路施設について
③公共施設の脱炭素化について

■ 段下　季一郎　議員

①健康長寿に向けた介護予防・フレイル予防の
　取り組みについて

①子どもの健やかな成長と子育て支援について

■ 坂口　勝彦　議員

■ 西村　和子　議員

「
み
ん
チ
ャ
レ
」
の
活
用
を

「
ふ
く
お
か
健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
及
に
努
め
る

議
員
　
フ
レ
イ
ル
と
は
、

健
康
な
状
態
と
要
介
護
状

態
の
中
間
の
段
階
を
指
し

「
身
体
的
」
「
精
神
・
心

理
的
」
「
社
会
的
」
と
大

き
く
３
つ
の
種
類
に
分
か

れ
る
。
こ
れ
ら
の
フ
レ
イ

ル
が
連
鎖
し
て
老
い
は
急

速
に
進
む
。
し
か
し
フ
レ

イ
ル
に
は
「
可
逆
性
」
と

い
う
特
性
が
あ
り
、
予
防

に
取
り
組
む
こ
と
で
進
行

を
緩
や
か
に
し
、
健
康
状

態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

本
市
も
様
々
な
健
康
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事

業
で
は
、
５
９
６
人
の
応

募
。
３
２
２
人
の
方
が
目

標
を
達
成
。
ま
た
、
自
粛

さ
れ
て
い
た
交
流
の
場
、

活
動
の
場
が
段
階
的
に
再

会
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

外
出
自
粛
が
長
引
く
こ
と

で
社
会
的
孤
立
に
陥
り
や

す
い
高
齢
者
も
増
え
て
い

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
介
護
予
防
・

フ
レ
イ
ル
予
防
対
策
の
具

体
的
な
取
り
組
み
と
今
後

の
課
題
は
。

健
康
福
祉
部
長

　非
対
面

に
よ
る
健
康
維
持
の
た
め

の
運
動
の
推
進
を
課
題
と

捉
え
、
個
人
で
出
来
る
運

動
の
推
進
を
市
公
式
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
の
配
信
等
に
て

行
っ
て
い
る
。

議
員
　
非
対
面
に
よ
る
新

た
な
介
護
予
防
を
支
援
す

る
た
め
習
慣
化
ア
プ
リ

「
み
ん
チ
ャ
レ
」
の
活
用

を
検
討
し
て
は
。

健
康
福
祉
部
長

　同
様
の

機
能
が
あ
る
「
ふ
く
お
か

健
康
ポ
イ
ン
ト
ア
プ
リ
」

を
活
用
し
て
お
り
、
そ
の

普
及
に
努
め
る
。

議
員
　
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
を
実
施
す
る
職
員
は
、

保
健
師
、
助
産
師
８
〜
９

人
中
６
，
７
人
が
日
々
雇

用
で
あ
る
。
保
護
者
か
ら
、

初
め
て
の
子
ど
も
で
色
々

不
安
が
あ
り
、
訪
問
を
し

て
く
れ
た
職
員
を
担
当
者

制
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う

要
望
が
あ
る
。
担
当
と
し

て
も
ら
え
ば
、
相
談
の
電

話
が
掛
け
や
す
い
、
寄
り

添
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
と

感
じ
て
安
心
で
き
る
、
と

い
う
意
見
で
あ
る
。

乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
は
、

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
の

構
築
が
必
要
で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

　支
援
に

お
け
る
信
頼
関
係
の
構
築

は
非
常
に
重
要
と
捉
え
て

い
る
。
電
話
に
よ
る
状
況

確
認
か
ら
訪
問
ま
で
を
同

じ
担
当
者
が
取
り
扱
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
そ
の
後

も
正
規
職
員
と
情
報
を
共

有
し
な
が
ら
専
門
的
な
経

験
の
あ
る
職
員
が
担
当
制

に
よ
り
引
継
ぎ
、
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
心
掛
け
て

い
る
。

議
員
　
乳
児
家
庭
全
戸
訪

問
で
保
護
者
に
渡
す
子
育

て
資
料
は
デ
ジ
タ
ル
化
し

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
で
検

索
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

　基
本
的

に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に

も
掲
載
し
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
の
閲
覧
も
可

能
。
今
後
は
、
情
報
端
末

か
ら
の
閲
覧
が
可
能
で
あ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
丁
寧

に
周
知
し
て
い
く
。

会議録の検索はこちらから
（３月定例会の一般質問は、５月下旬以降に検索できます）

クリック！

インターネットで本会議の映像を視聴できます。
本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。 筑紫野市議会

西村 和子
（市民会議）

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　子
育
て
支
援
は

切
れ
目
の
な
い
支
援
を
心
掛
け
て
い
る

健
康
福
祉
部
長
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康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

田中　允
（－）

議
員
　
昨
今
、
高
齢
者
の

自
動
車
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
が
相
次
ぎ
、
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
る
。
運
転

免
許
証
の
返
納
を
促
進
す

る
に
は
、
交
通
弱
者
に
対

し
、
複
合
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
県
内
の
自
治

体
は
、
バ
ス
の
運
賃
割
引

や
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗

車
券
を
交
付
す
る
な
ど

様
々
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
市
も
、
高
齢

者
の
運
転
免
許
証
返
納
を

促
進
す
る
支
援
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
つ

く
し
号
と
御
笠
自
治
会
バ

ス
」
の
乗
車
料
金
の
支
払

い
方
法
は
現
金
の
み
で
あ

る
。
近
隣
の
太
宰
府
市
、

大
野
城
市
等
は
、
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本

市
も
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
返
納
し
て
も
日
常
生
活

に
困
ら
な
い
よ
う
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
バ

ス
路
線
見
直
し
や
自
由
乗

降
区
の
設
定
に
加
え
、
新

た
な
移
動
手
段
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

企
画
政
策
部
長
　
返
納
促

進
は
、
バ
ス
乗
車
券
の
配

布
等
の
支
援
策
の
実
施
に

向
け
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
令
和

４
年
度
中
に
導
入
で
き
る

よ
う
順
次
取
組
を
進
め
て

い
る
。
公
共
交
通
の
検
討

は
、
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
携
し
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
運
行
ル
ー
ト
の
見
直

し
や
停
留
所
の
増
設
等
の

取
組
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
、

交
通
手
段
の
充
実
の
た
め

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え

た
観
光
振
興
は

議
員
　
二
日
市
温
泉
を
ど

の
よ
う
に
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
く
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
新
た
に

二
日
市
温
泉
な
ど
の
案
内

表
示
や
「
ち
く
し
の
さ
ん

ぽ
」
な
ど
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
う
と

と
も
に
、
観
光
協
会
や
関

連
団
体
と
連
携
し
、
二
日

市
温
泉
を
含
め
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
等
に

よ
り
観
光
振

興
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
　
小
中
学
校
の
休
校

や
学
級
閉
鎖
に
よ
る
授
業

の
遅
れ
へ
の
対
策
は
。

教
育
部
長
　
学
習
効
率
を

上
げ
て
学
習
内
容
の
習
熟

を
図
る
た
め
の
工
夫
に
よ

り
適
切
に
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
補
習
授
業
も
検

討
し
て
い
く
。

待
機
児
童
の
見
込
み
は

議
員
　
令
和
４
年
度
の
見

込
み
数
と
、
認
可
保
育
所

へ
入
所
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
支
援
は
。
更
な
る
保

育
の
受
け
皿
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
も

入
所
申
込
の
受
付
や
辞
退

な
ど
の
動
き
が
あ
り
調
整

中
で
、
６
月
頃
を
め
ど
に

公
表
す
る
。
入
所
保
留
の

場
合
は
企
業
主
導
型
保
育

事
業
等
を
案
内
し
て
い
る
。

今
後
、
３
歳
児
未
満
の
受

皿
の
拡
充
の
た
め
小
規
模

保
育
事
業
所
の
整
備
な
ど

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
授
業
に
つ
い
て

議
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
た
授
業
の
手
順
は
。

活
用
推
進
責
任
者
の
配
置

と
、
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
役
割
は
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
対
応
は
。
現
状
の

課
題
と
対
策
は
。

教
育
部
長
　
学
年
や
能
力

に
応
じ
た
指
導
方
法
で
授

業
を
し
て
い
る
。
各
学
校

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
教
員
を
選

任
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
学
校
か
ら
の
依
頼

に
即
時
に
対
応
し
な
が
ら

推
進
す
る
役
割
を
担
い
、

子
ど
も
達
の
個
別
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す

る
。
教
員
の
指
導
力
の
向

上
が
重
要
で
あ
り
、
学
校

と
連
携
し
研
修
等
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

市
制
50
周
年
記
念
行
事

議
員
　
節
目
に
相
応
し
い

事
業
を
実
施
す
べ
き
。
市

民
の
ア
イ
デ
ア
や
思
い
を

取
入
れ
た
企
画
や
予
定
は
。

企
画
政
策
部
長
　
節
目
に

相
応
し
い
事
業
と
な
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。
市
民

主
体
の
企
画
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
４
年
の
市
政

運
営
に
か
け
る
藤
田
市
長

の
思
い
や
考
え
は
。

市
長
　
市
制
施
行
50
周
年

を
祝
う
様
々
な
記
念
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
諸
施
策

を
実
り
あ
る
も
の
と
す
べ

く
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
地
場
経
済
の
活
性
化
や

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染

症
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
三
密
の
回
避
、

非
接
触
の
推
進
な
ど
、
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
市

民
の
暮
ら
し
と
地
場
企
業

の
営
み
を
守
り
、
支
え
る

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

休
校
や
学
級
閉
鎖
へ
の
対
策
は

必
要
に
応
じ
て
補
習
授
業
も
検
討

議
員
　
本
市
に
は
行
政
区

等
が
維
持
管
理
す
る
防
犯

灯
が
８
６
９
８
灯
あ
る
。

新
設
又
は
取
替
え
る
際
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
を
推
進
。
蛍
光

灯
は
ラ
ン
プ
交
換
の
行
政

区
負
担
も
あ
る
。
国
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
目
標

を
２
０
３
０
年
に
は
２
０

１
３
年
度
比
26
％
か
ら

46
％
に
引
き
上
げ
２
０
５

０
年
に
は
脱
炭
素
社
会
を

宣
言
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
蛍
光
灯

他
５
４
５
８
灯
を
全
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
取
替
え
た
と
す
れ

ば
電
灯
費
は
１
１
０
０
万

円
の
削
減
と
な
る
。
現
制

度
下
で
は
蛍
光
灯
が
ゼ
ロ

に
な
る
の
は
令
和
16
年
で

そ
の
間
の
電
灯
費
は
２
億

６
４
０
０
万
円
、
一
気
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
１
億

９
７
０
０
万
円
で
６
７
０

０
万
円
削
減
出
来
る
。
み

か
さ
台
は
水
銀
灯
１
２
３

基
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
さ

れ
67
％
削
減
さ
れ
た
。
一

気
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
事
で

Ｃ
Ｏ
２
・
電
灯
費
等
削
減

で
き
る
が
そ
の
取
組
を
し

て
は
ど
う
か
。
地
球
温
暖

化
防
止
策
の
一
助
に
な
る

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
は

自
治
会
等
が
壊
れ
た
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
場
合

な
ど
に
補
助
制
度
を
設
け

て
推
進
し
て
い
る
が
、
一

気
に
す
る
場
合
に
は
自
治

会
等
・
市
の
負
担
も
生
じ

る
の
で
、
地
域
の
実
状
や

費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
対

応
を
検
討
し
た
い
。
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
助
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推

進
を

議
員
　
市
が
管
理
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
は
43
台
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
に

あ
る
。
御
笠
で
は
一
昨
年

12
月
多
数
の
人
が
捜
索
す

る
も
発
見
で
き
ず
徘
徊
者

が
ご
逝
去
さ
れ
る
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
。
初

動
捜
査
の
遅
れ
が
原
因

だ
っ
た
と
思
う
。
行
く
先

方
向
が
分
か
る
事
が
重
要
。

ま
た
子
ど
も
達
の
登
下
校

中
の
声
掛
け
事
案
、
不
審

者
出
没
が
多
く
発
生
。
安

全
確
保
た
め
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
向
け
た
補
助
金

制
度
の
取
組
に
向
け
、
制

度
設
計
を
。
本
市
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
部
長
　
犯
罪
抑

止
策
を
目
的
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
を
進
め
て
い
る
。

自
治
会
等
が
設
置
す
る
場

合
は
設
置
場
所
や
管
理
方

法
、
費
用
負
担
な
ど
整
理

す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
現

在
、
筑
紫
野
・
太
宰
府
防

犯
協
会
の
補
助
制
度
を
紹

介
し
つ
つ
、
本
市
で
は
制

度
の
必
要
性
を
含
め
て
課

題
整
理
を
進
め
て
い
き
た

い
。

一
気
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に

　
　
　
　
　
　
替
え
電
灯
費
削
減
を

地
域
の
実
状
・
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
策
は
？

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る

議
員
　
近
年
の
傾
向
と
し

て
、
令
和
２
年
の
交
通
事

故
死
者
は
、
歩
行
中
が
35

.

３
％
、
交
通
事
故
重
傷

者
に
つ
い
て
も
、
歩
行
中

が
25.

２
％
。
特
に
、
重

傷
者
に
お
い
て
歩
行
中
が

近
年
割
合
増
。
歩
行
中
交

通
事
故
死
者
数
、
重
傷
者

数
共
に
、
横
断
中
の
重
傷

者
は
約
７
割
。
２
０
２
１

年
の
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
に
お
け
る
車
の
一
時

停
止
率
の
調
査
で
は
、
福

岡
県
は
35.

３
％
。

　
研
究
に
よ
る
と
、
海
外

で
は
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
街
で
横
断
歩
道
を
３

Ｄ
で
描
い
た
と
こ
ろ
、
平

均
速
度
が
時
速
30
㎞
ま
で

下
が
っ
た
。
立
体
式
横
断

歩
道
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
立
体
式

横
断
歩
道
な
ど
の
横
断
歩

道
の
安
全
対
策
は
、
歩
行

者
の
利
用
状
況
や
周
辺
の

道
路
状
況
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

横
断
歩
道
の
管
理
者
で
あ

る
福
岡
県
警
や
道
路
管
理

者
と
連
携
、
交
通
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
脱
炭
素

化
に
つ
い
て

議
員
　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

「
約
５
割
の
施
設
が
建
設

後
30
年
以
上
経
過
、
大
規

模
な
修
繕
や
建
替
え
な
ど

の
老
朽
化
対
策
が
必
要
、

更
新
費
用
の
試
算
結
果
よ

り
、
今
後
40
年
間
、
財
源

が
約
９
２
６
．
２
億
円
、

年
平
均
23.

２
億
円
不
足

が
想
定
」
。
公
共
施
設
の

建
替
え
・
改
修
は
、
費
用

の
面
か
ら
も
脱
炭
素
化
は

避
け
ら
れ
な
い
。

　
省
エ
ネ
で
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
し
、
創
エ
ネ

で
使
う
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
く
る
こ
と
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
差
し
引

き
し
て
ゼ
ロ
な
ら
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
、
プ
ラ
ス

に
な
れ
ば
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ル
。
脱
炭
素
化
の

た
め
に
断
熱
化
を
進
め
れ

ば
、
公
共
施
設
の
寿
命
が

飛
躍
的
に
長
く
な
る
。
北

海
道
ニ
セ
コ
町
新
庁
舎
は
、

国
内
最
高
レ
ベ
ル
。
公
共

施
設
の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ル
化
、
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
目
指
す
べ
き
で

は
。

環
境
経
済
部
長
　
市
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
計
画
パ

ー
ト
Ｖ
に
基
づ
き
、
施
設

整
備
を
行
う
場
合
、
省
エ

ネ
施
設
に
改
善
し
な
が
ら

二
酸
化
炭
素
等
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
後
も
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

立
体
式
横
断
歩
道
を

　
　
　
　
　
　
　
導
入
す
べ
き
で
は

地
域
の
実
情
に
応
じ

　
　
　
交
通
安
全
の
確
保
に
努
め
た
い

八尋 一男
（つくし野）

環
境
経
済
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

市
長

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

企
画
政
策
部
長

環
境
経
済
部
長

企
画
政
策
部
長

議
員

議
員

議
員

企
画
政
策
部
長

議
員
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前田 倫宏
（－）

段下 季一郎
（市民会議）

田中　允
（－）

議
員
　
昨
今
、
高
齢
者
の

自
動
車
運
転
に
よ
る
死
亡

事
故
が
相
次
ぎ
、
大
き
な

社
会
問
題
で
あ
る
。
運
転

免
許
証
の
返
納
を
促
進
す

る
に
は
、
交
通
弱
者
に
対

し
、
複
合
的
な
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
県
内
の
自
治

体
は
、
バ
ス
の
運
賃
割
引

や
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
乗

車
券
を
交
付
す
る
な
ど

様
々
な
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
本
市
も
、
高
齢

者
の
運
転
免
許
証
返
納
を

促
進
す
る
支
援
策
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
つ

く
し
号
と
御
笠
自
治
会
バ

ス
」
の
乗
車
料
金
の
支
払

い
方
法
は
現
金
の
み
で
あ

る
。
近
隣
の
太
宰
府
市
、

大
野
城
市
等
は
、
交
通
系

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
本

市
も
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
導
入
す
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
高
齢
者
が
運
転
免
許
証

を
返
納
し
て
も
日
常
生
活

に
困
ら
な
い
よ
う
公
共
交

通
の
利
便
性
向
上
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
バ

ス
路
線
見
直
し
や
自
由
乗

降
区
の
設
定
に
加
え
、
新

た
な
移
動
手
段
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
が
、
見
解

は
。

企
画
政
策
部
長
　
返
納
促

進
は
、
バ
ス
乗
車
券
の
配

布
等
の
支
援
策
の
実
施
に

向
け
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
導
入
は
、

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
令
和

４
年
度
中
に
導
入
で
き
る

よ
う
順
次
取
組
を
進
め
て

い
る
。
公
共
交
通
の
検
討

は
、
御
笠
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
連
携
し
御
笠
自
治
会
バ

ス
の
運
行
ル
ー
ト
の
見
直

し
や
停
留
所
の
増
設
等
の

取
組
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
、
各
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
ご
意
見
を
伺
い
、

交
通
手
段
の
充
実
の
た
め

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
後
を
見
据
え

た
観
光
振
興
は

議
員
　
二
日
市
温
泉
を
ど

の
よ
う
に
観
光
資
源
と
し

て
活
用
し
て
い
く
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
新
た
に

二
日
市
温
泉
な
ど
の
案
内

表
示
や
「
ち
く
し
の
さ
ん

ぽ
」
な
ど
の
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
作
成
を
行
う
と

と
も
に
、
観
光
協
会
や
関

連
団
体
と
連
携
し
、
二
日

市
温
泉
を
含
め
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
等
に

よ
り
観
光
振

興
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

議
員
　
小
中
学
校
の
休
校

や
学
級
閉
鎖
に
よ
る
授
業

の
遅
れ
へ
の
対
策
は
。

教
育
部
長
　
学
習
効
率
を

上
げ
て
学
習
内
容
の
習
熟

を
図
る
た
め
の
工
夫
に
よ

り
適
切
に
対
応
し
、
必
要

に
応
じ
て
補
習
授
業
も
検

討
し
て
い
く
。

待
機
児
童
の
見
込
み
は

議
員
　
令
和
４
年
度
の
見

込
み
数
と
、
認
可
保
育
所

へ
入
所
で
き
な
か
っ
た
場

合
の
支
援
は
。
更
な
る
保

育
の
受
け
皿
の
整
備
が
必

要
と
考
え
る
が
。

健
康
福
祉
部
長
　
現
在
も

入
所
申
込
の
受
付
や
辞
退

な
ど
の
動
き
が
あ
り
調
整

中
で
、
６
月
頃
を
め
ど
に

公
表
す
る
。
入
所
保
留
の

場
合
は
企
業
主
導
型
保
育

事
業
等
を
案
内
し
て
い
る
。

今
後
、
３
歳
児
未
満
の
受

皿
の
拡
充
の
た
め
小
規
模

保
育
事
業
所
の
整
備
な
ど

対
策
を
進
め
る
と
と
も
に

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用

し
た
授
業
に
つ
い
て

議
員
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使

用
し
た
授
業
の
手
順
は
。

活
用
推
進
責
任
者
の
配
置

と
、
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
役
割
は
。

ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
授
業

に
な
じ
め
な
い
子
ど
も
た

ち
へ
の
対
応
は
。
現
状
の

課
題
と
対
策
は
。

教
育
部
長
　
学
年
や
能
力

に
応
じ
た
指
導
方
法
で
授

業
を
し
て
い
る
。
各
学
校

で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
教
員
を
選

任
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支

援
員
は
学
校
か
ら
の
依
頼

に
即
時
に
対
応
し
な
が
ら

推
進
す
る
役
割
を
担
い
、

子
ど
も
達
の
個
別
の
状
況

に
応
じ
て
適
切
に
対
応
す

る
。
教
員
の
指
導
力
の
向

上
が
重
要
で
あ
り
、
学
校

と
連
携
し
研
修
等
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

市
制
50
周
年
記
念
行
事

議
員
　
節
目
に
相
応
し
い

事
業
を
実
施
す
べ
き
。
市

民
の
ア
イ
デ
ア
や
思
い
を

取
入
れ
た
企
画
や
予
定
は
。

企
画
政
策
部
長
　
節
目
に

相
応
し
い
事
業
と
な
る
よ

う
対
応
し
て
い
く
。
市
民

主
体
の
企
画
は
各
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
で
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

議
員
　
令
和
４
年
の
市
政

運
営
に
か
け
る
藤
田
市
長

の
思
い
や
考
え
は
。

市
長
　
市
制
施
行
50
周
年

を
祝
う
様
々
な
記
念
事
業

を
は
じ
め
と
し
た
諸
施
策

を
実
り
あ
る
も
の
と
す
べ

く
、
職
員
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
地
場
経
済
の
活
性
化
や

小
中
学
校
に
お
け
る
感
染

症
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
し
た
三
密
の
回
避
、

非
接
触
の
推
進
な
ど
、
感

染
症
の
影
響
を
受
け
た
市

民
の
暮
ら
し
と
地
場
企
業

の
営
み
を
守
り
、
支
え
る

施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

休
校
や
学
級
閉
鎖
へ
の
対
策
は

必
要
に
応
じ
て
補
習
授
業
も
検
討

議
員
　
本
市
に
は
行
政
区

等
が
維
持
管
理
す
る
防
犯

灯
が
８
６
９
８
灯
あ
る
。

新
設
又
は
取
替
え
る
際
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
型
を
推
進
。
蛍
光

灯
は
ラ
ン
プ
交
換
の
行
政

区
負
担
も
あ
る
。
国
は
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
目
標

を
２
０
３
０
年
に
は
２
０

１
３
年
度
比
26
％
か
ら

46
％
に
引
き
上
げ
２
０
５

０
年
に
は
脱
炭
素
社
会
を

宣
言
し
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
に
蛍
光
灯

他
５
４
５
８
灯
を
全
て
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
取
替
え
た
と
す
れ

ば
電
灯
費
は
１
１
０
０
万

円
の
削
減
と
な
る
。
現
制

度
下
で
は
蛍
光
灯
が
ゼ
ロ

に
な
る
の
は
令
和
16
年
で

そ
の
間
の
電
灯
費
は
２
億

６
４
０
０
万
円
、
一
気
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
た
場
合
１
億

９
７
０
０
万
円
で
６
７
０

０
万
円
削
減
出
来
る
。
み

か
さ
台
は
水
銀
灯
１
２
３

基
全
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
さ

れ
67
％
削
減
さ
れ
た
。
一

気
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
事
で

Ｃ
Ｏ
２
・
電
灯
費
等
削
減

で
き
る
が
そ
の
取
組
を
し

て
は
ど
う
か
。
地
球
温
暖

化
防
止
策
の
一
助
に
な
る

と
考
え
る
が
市
の
考
え
は
。

企
画
政
策
部
長
　
現
在
は

自
治
会
等
が
壊
れ
た
防
犯

灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
場
合

な
ど
に
補
助
制
度
を
設
け

て
推
進
し
て
い
る
が
、
一

気
に
す
る
場
合
に
は
自
治

会
等
・
市
の
負
担
も
生
じ

る
の
で
、
地
域
の
実
状
や

費
用
対
効
果
も
踏
ま
え
対

応
を
検
討
し
た
い
。
地
球

温
暖
化
対
策
の
一
助
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
推

進
を

議
員
　
市
が
管
理
す
る
防

犯
カ
メ
ラ
は
43
台
で
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
地
に

あ
る
。
御
笠
で
は
一
昨
年

12
月
多
数
の
人
が
捜
索
す

る
も
発
見
で
き
ず
徘
徊
者

が
ご
逝
去
さ
れ
る
痛
ま
し

い
事
故
が
発
生
し
た
。
初

動
捜
査
の
遅
れ
が
原
因

だ
っ
た
と
思
う
。
行
く
先

方
向
が
分
か
る
事
が
重
要
。

ま
た
子
ど
も
達
の
登
下
校

中
の
声
掛
け
事
案
、
不
審

者
出
没
が
多
く
発
生
。
安

全
確
保
た
め
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
向
け
た
補
助
金

制
度
の
取
組
に
向
け
、
制

度
設
計
を
。
本
市
の
見
解

を
伺
い
た
い
。

企
画
政
策
部
長
　
犯
罪
抑

止
策
を
目
的
に
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
を
進
め
て
い
る
。

自
治
会
等
が
設
置
す
る
場

合
は
設
置
場
所
や
管
理
方

法
、
費
用
負
担
な
ど
整
理

す
べ
き
課
題
が
あ
る
。
現

在
、
筑
紫
野
・
太
宰
府
防

犯
協
会
の
補
助
制
度
を
紹

介
し
つ
つ
、
本
市
で
は
制

度
の
必
要
性
を
含
め
て
課

題
整
理
を
進
め
て
い
き
た

い
。

一
気
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
に

　
　
　
　
　
　
替
え
電
灯
費
削
減
を

地
域
の
実
状
・
費
用
対
効
果
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
す
る

高
齢
者
の
免
許
証
返
納
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
策
は
？

関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
る

議
員
　
近
年
の
傾
向
と
し

て
、
令
和
２
年
の
交
通
事

故
死
者
は
、
歩
行
中
が
35

.

３
％
、
交
通
事
故
重
傷

者
に
つ
い
て
も
、
歩
行
中

が
25.

２
％
。
特
に
、
重

傷
者
に
お
い
て
歩
行
中
が

近
年
割
合
増
。
歩
行
中
交

通
事
故
死
者
数
、
重
傷
者

数
共
に
、
横
断
中
の
重
傷

者
は
約
７
割
。
２
０
２
１

年
の
信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
に
お
け
る
車
の
一
時

停
止
率
の
調
査
で
は
、
福

岡
県
は
35.

３
％
。

　
研
究
に
よ
る
と
、
海
外

で
は
、
交
通
事
故
が
多
発

す
る
街
で
横
断
歩
道
を
３

Ｄ
で
描
い
た
と
こ
ろ
、
平

均
速
度
が
時
速
30
㎞
ま
で

下
が
っ
た
。
立
体
式
横
断

歩
道
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
立
体
式

横
断
歩
道
な
ど
の
横
断
歩

道
の
安
全
対
策
は
、
歩
行

者
の
利
用
状
況
や
周
辺
の

道
路
状
況
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
、

横
断
歩
道
の
管
理
者
で
あ

る
福
岡
県
警
や
道
路
管
理

者
と
連
携
、
交
通
安
全
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
の
脱
炭
素

化
に
つ
い
て

議
員
　
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
に
あ
る
よ
う
に
、

「
約
５
割
の
施
設
が
建
設

後
30
年
以
上
経
過
、
大
規

模
な
修
繕
や
建
替
え
な
ど

の
老
朽
化
対
策
が
必
要
、

更
新
費
用
の
試
算
結
果
よ

り
、
今
後
40
年
間
、
財
源

が
約
９
２
６
．
２
億
円
、

年
平
均
23.

２
億
円
不
足

が
想
定
」
。
公
共
施
設
の

建
替
え
・
改
修
は
、
費
用

の
面
か
ら
も
脱
炭
素
化
は

避
け
ら
れ
な
い
。

　
省
エ
ネ
で
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
し
、
創
エ
ネ

で
使
う
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
つ
く
る
こ
と
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
を
差
し
引

き
し
て
ゼ
ロ
な
ら
ゼ
ロ
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ル
、
プ
ラ
ス

に
な
れ
ば
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ル
。
脱
炭
素
化
の

た
め
に
断
熱
化
を
進
め
れ

ば
、
公
共
施
設
の
寿
命
が

飛
躍
的
に
長
く
な
る
。
北

海
道
ニ
セ
コ
町
新
庁
舎
は
、

国
内
最
高
レ
ベ
ル
。
公
共

施
設
の
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー

ビ
ル
化
、
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
目
指
す
べ
き
で

は
。

環
境
経
済
部
長
　
市
環
境

に
や
さ
し
い
行
動
計
画
パ

ー
ト
Ｖ
に
基
づ
き
、
施
設

整
備
を
行
う
場
合
、
省
エ

ネ
施
設
に
改
善
し
な
が
ら

二
酸
化
炭
素
等
の
削
減
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
今
後
も
、
国
の

動
向
を
見
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

立
体
式
横
断
歩
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3月１４日は休会日でしたが、特に本会議を開催し、「ロシア軍のウクライナ侵攻に
強く抗議し、恒久平和を求める決議」を全員一致で可決しました。

「ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議」を可決

ウクライナ国旗は、上半分が青、下半分が黄色。
青は青空を、黄色は麦を表しているそうです。青空のもと豊かに実る麦畑・・
ヨーロッパの穀倉地帯と呼ばれるウクライナに、一日も早く平和な時が

戻ってくることを願っています。

第１2回

筑紫野市議会「議会報告会」申込書

プログラム

住所
筑紫野市

ふりがな

氏　名

電　話

Ｅメール

オンライン・二日市コミセン・山家コミセン

〒

参加者

連絡先

参加方法

質問したいこと

※ご提出頂いた個人情報につきましては、議会報告会に関する業務に限り、利用させていただきます。
※申込受付後、オンライン（Zoom）で参加される方にはミーティングID、パスワード、
　注意事項をメール等にてお知らせします。

新型コロナウイルスの感染状況により、開催を中止する場合があります。

申込方法
・Ｗeb申込（ＱＲコード）
・メール
・郵送、ＦＡＸ、事務局に持参
　申込書に所定の事項を記入してください。

申込期限　５月２０日（金）まで

① 予算審査・各常任委員会報告
　　　　　　　　　　　　＆質疑応答
　　議会だより（５月1日号）をもとに報告します。
② 意見交換
　　みなさんのご意見をお聞かせください。

お問い合わせ

申込方法・期限

筑紫野市議会事務局
〒818-8686 筑紫野市石崎一丁目1番1号

：092-923-1111（代表） FAX：092-923-9611
Eメール：gikai@city.chikushino.fukuoka.jp

今回はオンライン（Zoom）・
会場にお越しいただいても、
ご参加できます。
皆様の参加をお待ちして
おります。

筑紫野市にお住まいの方で事前に申し込まれた方であれば
どなたでも参加いただけます。
筑紫野市にお住まいの方で事前に申し込まれた方であれば
どなたでも参加いただけます。

（切り取り）

筑紫野市議会では、議員全員から寄付を募り、日本赤十字社を
通してウクライナに届けて頂くことにしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  発議第１号
ロシア軍のウクライナ侵攻に強く抗議し、恒久平和を求める決議

　世界中が新型コロナウイルス感染症への対応に追われている最中、ロシア軍は
２月２４日早朝（現地時間）、国際社会の度重なる警告を無視し、ウクライナへの全
面的な侵攻を開始した。さらにその後、民間人を含め多数の犠牲者を出し続けて
いる。これは、明らかに国連憲章に違反し、世界の安全保障と国際秩序を脅かす侵
略であり、断じて容認できない暴挙である。
　よって、本市議会は、ロシア軍による攻撃とウクライナの主権侵害に強く抗議す
るとともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停止とウクライナ領土から直ちに
全ての軍隊を完全に撤退させること及び誠実に国際法を遵守し、平和的に対応す
ることを強く求めるものである。
以上、決議する。
　令和４年３月１４日　　　　　　　　　　　　　　　筑紫野市議会

【日　　時】 令和４年５月28日（土） 1４時～15時30分
【参加方法】 •会場…二日市コミュニティセンター
　　　　　 　　　 山家コミュニティセンター
　　　　　 •オンライン（Zoom）

 筑 紫 野 市 議 会

 議会報告会
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長者の藤

　今回の議会だよりは、新年度予算、各常任委員会、代
表質問、一般質問など24ページと、いつもよりページ
数が多く充実した内容です。
　市議会で決議も行われましたが、日々報じられるロシ
ア軍のウクライナ侵攻のニュースには胸が痛みます。
日本からの寄付や人道支援が平和の実現につながるよ
う願っています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　（段下）

編集後記

筑紫周辺

下見から常松方面

筑紫原田線道路 諸田地区 筑山中学校

●予算審査特別委員会・・・2
●代表質問・・・・・・・10

●３月定例会委員会報告・・6
●一般質問・・・・・・・18

●ウクライナに関する決議 22 ●議会報告会のお知らせ ・23

目次

旧九州鉄道城山三連橋梁（国登録有形文化財）…18ページ

　九州で最初に鉄道営業を始めた九州鉄道株式会社の最初の着工区間（博多―久留米間）に
建設された九州で最も古い時期の鉄道橋梁です。二日市駅と原田駅の2駅も、このときに開業し
ました。
　煉瓦造り3連アーチ橋で、延長24.5メートル、幅4.7メートル、中央部のアーチ下に久良々川
が流れ、両脇のアーチ下は道路となっています。イギリス積み（層ごとに煉瓦の小口面と長手面
とが交互に見える積み方）で装飾はなく、橋脚部の基礎まで煉瓦でできています。また、川の
上流側は、水圧をやわらげるために丸みがつけられています。
　明治22（1889）年12月11日、博多―千歳川仮停車場（筑後川北岸、現鳥栖市）間で九州
初の鉄道路線が開通しました。九州鉄道がドイツ人技師ヘルマン・ルムシュッテルを技術顧問と
して招聘して敷設したもので、この橋梁もそのときに建設されました。
　大正9（1920）年、二日市―原田間を複線化するにあたり、近くの仮塚越えと呼ばれる急勾
配を避けるように新線（東側にある現在の路線）が敷設され、この区間は廃線となりました。
それに伴い、この橋梁も鉄道橋梁としての役目を終えました。現在は市道の橋梁として使われて
います。

　武蔵寺は、「今昔物語集」や「梁塵秘抄」にも
登場する著名な古代寺院です。武蔵寺が所蔵する
県指定有形文化財「紙本著色武蔵寺縁起」には、
創建者とされる藤原虎麿にまつわる一連の伝説が5
幅にわたって描かれています。
その絵巻の第３幅「瑠璃子入湯」の場面…
疫病が流行し、瑠璃子姫も病に罹ったが、温泉に入
ると病が治った…という内容で、これが二日市温泉
の起源ではないかとも、いわれています。

　そして、筑紫野市のマスコッ
トキャラクター「つくしちゃん」
のモデルこそ、この藤原虎麿の
娘、二日市温泉ゆかりの伝説上
の人物「瑠璃子姫」なのです。 「藤まつり」は、ここ2年、中止となっていますが、

藤の見ごろは4月下旬ですよ。
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